
障
害
者
福
祉
へ
の
理
解
と
障
害
者
の
社
会
参
加
を
一
層
高
め
る
た
め
に

期日

時間会場
(健康福祉会館)

１２

月
９
日

は
障
害
者
の
日
、
１２
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は

障
害
者

週
間

で
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
障
害
者
の
日
や
障
害

者
週
間
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
障
害
者
自
ら
が
社
会
参
加
へ
の
意

欲
を
よ

り
一

層
高
め
る
こ

と
を
目
的

と
し
て

各
種
の
催
し
を
行
い
ま
す

。

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で

。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

匝

健

康

福
祉
会

館

障

害
者

福

祉
セ

ン

タ
ー

公
3
8
3
・
7
1
1
1

▼
講

演

会

「
地

域

に

生

き

た

い

家

族

と

共

に

み

ん

な

と

一
緒

に

～

徹

之

と

私

の

二
十

七

年

の

歩
み

か

ら

～
」

時
間
・：
午
前
1
0
時
～

‥‥１１
時
3
0
分

講

師
：
明
石

洋
子

氏

内

容
…
明
石

さ
ん
の
長

男

の
徹
之

さ

ん
は
、
自

閉
症

の
障

害
を

持
ち

な

が

ら
川

崎
市

役
所

の
職

員
と
し

て

働

い

て

い
ま

す
。
家

族

や
職
場

・
地
域

の

人

た
ち

と
の

支
え

合

い
の
中
で
元

気

に
働
く

徹
之

さ
ん

の
姿
は

、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

で
二

本

の
ド
キ

ュ
メ
ン

タ
リ

ー
番

組

（
※
）
に
も
な
り
ま
し

た
。

薬
剤

師

の
仕
事

を
し

な

が
ら

、
全

国

の
み

な
ら

ず
海
外

で

の
講
演

や
障

害

者

の
た

め
の

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活

動

皆さんの制作した作品が展示されます（ゆび編み教室から）

12月9日は、「障害者の日」です。

この日は、1975年（昭和50年）に国際連合で「障害

者の権利宣言」を採択した日であり、12月９日以前の1

週間（12月３日～9日）が障害者週間とされています。

障害者週間は、国民が広く障害者の福祉について理

解と関心を深め、まだ障害者が積極的に社会に参加す

る意欲を高めるための運動期間です。

を

続
け

る
明

石

さ
ん

が
、
徹

之
さ

ん

の
仕
事

の
エ

ピ
ソ

ー
ド
を
交
え

、
障

害

者

が
地

域

の
中
で
当

た
り

前
に
生

き
て

い
け
る
社

会

の
実
現
に

向
け
て

講

演
し
ま

す
。

※
列

島

ス

ペ
シ
ャ
ル

「
お
仕

事

が
ん

ば
り

ま
す
～

自
閉

症
か
ら

の
自
立

～
」
、
新
日
本

探
訪
『
笑
顔

で
街

に

暮
ら

す
～
川

崎
市

自
閉

症
か
ら

の
自

立
～
』

※
申
し

込
み
不

要
。

費
用

は
無
料
で

す

。

▼
作

品

展

示

（
３
日

㈲
～

５
日
火
）

時
間
・：
午

前
1
0
時
～
午

後
３

時

内

容
…

障
害

を
持

つ
人

が
、
ふ

れ
あ

い
2
2の

デ
イ

サ

ー
。ビ
ス
講

座

（
書

道

案内図

・
墨

絵

・
絵
手

紙

’
ゆ

び
編
み

・
陶

芸

・
生

け

花

・

バ

ー
ド

カ
ー

ビ
ン

グ

・
水

彩
画

・
手

工

芸

）

で
作

り

上

げ

た
作

品
を

展

示

し

ま
す

。

▼
ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

時
間
・：
午
前

Ｈ
時
4
0
分
～

午
後

３
時

内

簟
：
盲

受

入
を
知
ろ
う
（
講

演
ご

コ

ー
ラ
ス

・
腹

話
術

・
人
形

劇

・
手

品

・
ロ

ッ
ク
ソ

ー
ラ

ン
節

・
フ

ラ
ダ

ン

ス

の
発

表

・
も
ち

っ
き

（
午
前
1
0

時
3
0
分

ご
ろ
か

ら
）

▼
無

料

相

談
コ

ー
ナ

ー

時
間
・：
午
前
1
0時
～
午
後
２
時

内
容
…
介
護
保
険
相
談
・
権
利
擁
護

相
談
（
介
護
保
険
制
度
や
権
利
擁
護

制
度
な
ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
）
。

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

・ 五香駅西口から徒歩13 分

・ 八柱駅・新八柱駅から新京成バス「牧の原団地」行き（1時間

に3～4 本程度）で 厂牧の原団地」下車徒歩3 分。（常盤平駅から

のバスは1時間に3 本程度）

※運行時刻等についてはお問い合わせください。

固新京成電鉄松戸営業所公38ワー0388

▼
参

加

・

体

験

で

き

る

コ

ー

ナ

ー時

間
・：
午
五回
1
0時
～
午

後
３

時

①

朗

読

・

点

訳

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

体

験内

容
…
視

覚
障

害
者

の
た

め

の
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
で

あ
る
朗

読

・
点
訳

の
活

動

を
体

験
で

き
ま
す

。

②

疑

似

体

験

内
容
：

車

い
す
試
乗

体

験

・
視

覚

障

害
の

状
態
を

体
験

③

創

作

体

験

内

容
…

障
害

者

祖
祉
セ

ン

タ
ー

デ
イ

サ

ー
ビ

ス
の
各
種

講
座

（
さ
を
４

織

り

・
墨
絵

・
ゆ
び
編
み

・
絵
手

紙

・

手
工

芸

廴
バ
ー
ド
カ

ー
ビ

ン

グ
）

が

体
験

で

き
ま

す

。

①

ふ

れ

あ

い
広

場
（

お

も

ち

ゃ

の

図

書

館

・

お

も

ち

ゃ

の

病

院

）

時
間

…
午
前
1
0
時
～

午
後

３
時

内
容
・：
気

に
入

っ
た

お
も
ち

ゃ
で

遊

ぶ
こ

と

が
で

き
ま
す

。
ま

た
、
壊

れ

た

お
も

ち

ゃ
を
修
理

し
ま

す
の
で

お

持

ち
く

だ
さ

い
。

⑤

朗

読
を

き
く

か

い

時
間
・
：
午

後
Ｏ

時
3
0
分
と

１
時
3
0
分

か
ら

内

簟

：
松

戸
朗

読
奉

仕
会

の
会

員
に

よ
る
朗

読
を

生
で
聞

く
こ

と

が
で
き

ま

す

。

※

い
ず

れ
も

申
し
込

み
不

要
。
費

用

は
無

料
で

す
。

市内19 の福祉施設では、障害者が通い、自立に向

けて生産品を作るなどの活動を行っています。一つ

一つ丁寧に作られた作品を 、この機会に手にとって

ご覧ください。

内容…手作り品（縫製品・本工品・陶芸品・菓子ほ

か）の販売、各福祉施設の紹介、バザー

靉のぞみ学園a368 ―1632

四
歳
未
満
児
の
通
院
医
療
費
と
小
学
校
未
就
学
児
の

入
院
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

対

象
年
齢
・：
通
院

＝
四

歳
未
満
児

、

入

院

＝
未

就
学
児

対
象

医

療
…
健
康
保

険
適

用

の
医

療

費
（
医
科

・
歯
科

・
調
剤
等
）
・

入

院
中

の
食
事
療

養
費

・
補
装

具

申

請
に
必

要
な
も

の
：

①

認

め
印

②
医
療

費

の
領

収
書

③
両

親
の
源

泉

徴
収
票

ま
た

は
確
定

申

告
書
等

の
コ

ピ
ー
①
健

康
保

険
証

の
コ

ピ

エ

回
叭
請
者

の
振
込

先
通
帳

の
コ

ピ
ー
申
請
の

単
位
・
：
診

療

を
受

け
た
翌

月
以

降
に
最
低

一
ヵ

月
分

以
上

を

ま
と
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
領

収
書
の
時
効
は
診
療
月
か
ら
二
年

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
）
。

※
保
護
者
の
所
得
税
年
額
・
健
康

保
険
の
種
類
等
に
よ
り
助
成
額
は

異
な
り
ま
す
。

圓
児
童
福
祉
課
給
付
係
公
屁
・
７

厚
生
省
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
母
乳
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
松
戸
市
が
調
査
対
象
地
区
に
決
ま
り
、
ご

協
力
し
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
…
（
次
の
①
卜
③
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
）

①

一
十
五
圭

一
十
九
歳
・
三
十
圭

二
十
四
歳
の
健
康

な
人
②
平

成
1
2年
1
0
月
～

平
成
1
3
年

３
月
末

ま
で

に
第
一
子

を
出

産
予

定

の
大

③
出

産
時
ま

で
継
続

し
て

松
戸
市

に
十

年
以

上
居
住

の
大

調
査
方

法
…
①

出
産
後

三
十
日
目

の
母

乳
採
取

（
一
〇
〇

～
一
五
９

、リ
バ
）

②

居
住
環

境

・
食
事

状
況

等

の
聞
き
取

り
調
査

募

集
人

数
：
各

十
人

圏
恰

尸
保
健
所

地
域
指

導
課

公
3
6
1
・
2
1
2
1

人口と世帯

冂
は
前
月
比

人口　467,328 人　［+  442 ］

男　236,066 人　［+  148 ］

女　231,262 人　［+  294 ］

世帯　183､504 世帯［+  249 ］

主な内容

平成12年度上半期審議会等の会議

公開の運用状況　　　　　　　②

第52回人権週間事業を開催　 ③

松戸市の財政事情を公表　　④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥②

12月3日(日)

午前10時～午後3時

ふれあい22

障
害
者
週
間
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

障害者の日・障害者週間とは

ふれあい

22

会 場 … 伊 勢 丹 松 戸 店 前 広 場

日時…１２月８日(金)～10日(日)

午 前10 時 ～ 午 後３時

福祉バザー

母
乳
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る

調
査
研
究
へ
の
協
力
者
を
募
集
し
ま
す



市
で
は
、
よ

り
開
か

れ
た
市
政
の
推

進
の

た
め
、
平

成
1
1年
１

月

か
ら

審
議
会

等
の
会

議
を
原

則
と
し

て
公
開

す

る
「

審
議
会

等
の

会
議

の
公

開

に
関
す

る
指
針

」
を
施

行
し

、
市

民
の

皆
さ
ん

が
会

議
を
傍
聴

で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

匳
総
務
課
情
報
公

開
係
ａ
3
6
6
7
3
0
5

会
議
公
開
制
度
の
実
施
状
況

今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
会
議

公
開
制
度
の
実
施
状
況
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。

会
議
の
審
議
内
容
に
よ
っ
て
は
、

個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
係
る
事
項

を
取
り
扱
ケ
場
合
な
ど
が
あ
り
、
非

公
開
と
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

市
の
施
策
計
画
に
関
す
る
会
議
な
ど

は
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

傍
聴
の
方
法
等

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
別
館

一
階
）
で
は
、
非
公

開
の
も
の
を
含

め
た
す
べ
て
の
会
議
に
つ
い
て
、
開

催
予
定
・
会
議
の
開
催
結
果
等
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

公
開
し
た
会
議
の
会
議
録
、
会
議

資
料
、
審
議
会
等
の
一
覧
、
委
員
名

簿
な
ど
は
、
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

公

開

す
る
審

議
会
等

の
会

議

の
開

催

予

定
・
傍
聴
手

続

き
の
方

法
に

つ

い
て

は

、
広
報

ま
つ

ど

・
市

の
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
各

支

所
で

お
知

ら
せ
し

て

い
ま
す

。
ま

た
、

寄
附
に
感
謝
し
ま
す

（
平

成
1
2年

４
月

１

日
～

９

月
3
0日

受

け
付

け

分

）

多

く

の
方
か

ら
貴
重

な
寄
附

を

い

た
だ

き
、

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。皆

様

の
ご
厚

荳
は
、

趣
旨

に
沿

っ

て
大
切
に
使

わ
せ

て

い
た
だ
き
ま

す
。

福
祉
関
係
へ

㈱
コ

ア

ラ

テ
レ

ビ

、

島
倉

信

次

、

第
1
3
回
さ
っ

き
ま

っ
Ｉ

害

狂
女
員
会
、

馬

橋
北

納
税

貯
蓄

組
合

、
松
戸
東

口

Ｉ

タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
櫻

耀
会
、
松

戸

民

踊
連

合
会

、
東
葛

・
松
戸

剣
詩

舞

連

合
会

、

㈱
少

林
寺

拳
法

連
盟

、
原

田
千

歳

、
セ
イ

コ

ー
イ
ン

ス
ツ
ル

メ

ン

ツ
労

働
組
合

共
済

部
、
稲
葉
久

恵
、

山
田

達
雄

、
山
田

ト
キ

子
、

み

の
り

リ
サ

イ

ク
ル
会

、
陣

ケ
前
こ

と

ぶ
き

会
、

田
丸
正

、
鈴

杢

思
子
、

高
尾
正

道
、
田
中

憲
仲

、
松

戸
民
踊

愛
好

会
、

賄
千

葉
県

宅
地
建

物
取

引
業

協
会
松

戸
支

部
、
松

戸

い
ず
み

幼
稚

園
母

の

会
、
小

金

原
し
あ

わ
せ

ク
ラ

ブ
、
小

板
橋
病

院

、
大

橋
こ

ど
も
会

育
成

会
、

中
山

治
朗

、
広

島
お
好

み
焼

み
せ

ん
、

平

林
房

子

、
五
月

会

、
石
亀

喜
久

代
、

新
松
戸

ユ

ー
カ
リ

パ

ー
ク
（

ウ
ス

ー

コ
ア

ラ
の
会

、
鈴
木

吉

次
、
畑

巾
甫

夫

、
根

岸
行

雄
、
三

ケ

島
秀
敏

、
舞

夢
新

松

戸

ダ
ン
ス

ス
ク

ー
ル
、

エ

ー

・
エ
ル

ー
テ

ィ
Ｌ

薤
業

㈱
、
菊

地
健

藏

、
舞
夢

馬

橋
、
藤

崎
喜

三
郎

、
秋

報
提

供

の
窓
口

と
し
て

、
各

種

の
調

査
報

告
書

・
統
計

書

・
計
画

書

な
ど

行

政
に
関

す

る
資

料

を
取

り

そ
ろ
え

て

い
ま
す

。
こ

れ
ら

の
資
料

は

、
ど

な
た

で
も

自
由

に
閲
覧

や
複
写

す

る

こ
と

が
で

き
ま
す

。
ま

た

、
一
部

の

刊
行

物
に

つ

い
て

は

、
右
必
楫
頒
布
し

て

い
ま
す

の
で

、

ぜ
ひ

ご
利
用

く

だ

さ

い
。

審議会等の会議公開の実施状況（平成12年4月～9月分）

開催回数
公開・非公開の内訳

公開 一部公開 非公開 その 他 （未決定 等）

69 2ﾜ ３ 33 ６

審議会等の会議の公開・非公開の決定状況(平成12年9月末現在)

審議会等の数
公開・非公開の決定区分

公開 ﾄﾞB公開 非公開 そ の怡 （未 決定等 ）

52 23 拯 ８ ワ

葉

悦
子

、
松
戸

市
観

光
梨

園
組

合
連

合

会
、
松

戸
市

梨
研

究
会

、
倉

田
洋

一
、
日

本
ア

ム

ウ
ェ
イ

㈱
、
大

畑
勉

、

理

容
組

合
松
戸

支
部

河

合

塾
松
戸

校
、

松
戸

カ
ッ

パ
友

の
会

、

荒
木
筆

義
、
石

村

金
松

、
常

盤
平

団
地

自
治

会
、

松
戸
西

ワ

ー
タ

リ

ー
ク

ラ
ブ

、
曲
千

葉
県

ト
ラ

ッ
ク

協

会
、

マ
ブ
チ

モ

ー
タ

ー
㈱
、
黄

色

い
帽

子

の
会

、
東
進

幼
稚

舎
Ｐ
Ｏ

Ｐ

Ｋ
Ｉ

Ｄ
Ｓ

、

㈱
中

村

製
作
所

、・
神

田

榮

次
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
集
団

ど

ん
ぐ

口
会

、
富

士
電

エ
ン

ジ

㈱
東

関
東

支

社
、

松
戸

予
‐‐
カ
リ

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ

ブ

（
順
不

同

・
敬

称
略
）

圜
総
務
課
総

務
係

容
3
6
6
・
7
3
0
5

アンケート調査を実施
市では、災害が発生 、または発生するおそれがある場合に、いち早＜市民に適切

な情報の伝達や通報を行うため、防災行政用無線（固定系）を設置しています。

現在、毎夕に放送している 厂歌の街」の音楽にのせて､「こちらは松戸市役所です。

ﾀﾄにいるよい子の皆さん、もう家に帰る時間ですよ…」という呼び掛けは 、いざと

いうときに情報が聞き取りにくい 、聞こえないなどということがないように機器の

機能点検と、子どもが家へ帰る一つの目安になればと、昭和58 年 度から実施して

います。

昭和60 年 、市民1,000 人 を対象に行ったアンケート調査では、約95 ％の大が続

けた方がよいと答えています。

現在の放送時間は 、平成元年 、教育委員会からの要望を受け 、生徒指導主任会 、

学校警察連絡協議会等が研究・検討の結果 、決まったという経緯があります。その

後、この放送時間について、さまざ まなご意見・ご指摘があったことから、平成４

年､ 市内の小学1 ・3 ・5 年生すべての保護者を対象にアンケート調査を行いました。

その結果 、多＜の人の支持をいただき、現在に至っています（下表のとおり）。

しかし 、このアンケート調査から8 年 が経過し 、子どもを取り巻く社会環境や各

家庭の生活サイクルの変化もあり、最近、放送時間や放送内容へのご意見・ご要望

が寄せられています。そこで再度、アンケート調査を実施することにしまし た。前

年
末
年
始
の

中
小
企
業
者
向
け
の
融
資

市
で
は
中
小
企
業
の
人
に
設
備
資
金
お
よ
び
運

転
資
金
な
ど
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

擺
商
工
観
光
課
融
資
係
登
瓱
・
ワ
３
２
ワ

年末年始の中小企業融資( 保証協会の保証付き)

事 業 名 中 込 期 限

早期貸付

(1,000万円以内）

※年内貸付を希望する場合

12/1R

(新規･ 有担保)

一般貸付

(1,000万円超）

12/1R　12 月融資分

12/5 詢　1 月融資分

年 末 の 資 金 を 融 資 （保 証 協会 の 保証 付 き）

（季節 商品仕入れお よびボー ナス支給等の一時的資金）

融資　限度額 100 万円以内

融資利率 2.696

融資期間 6ヵ月以内

償還方法 割賦償還または一括償還

申込期限 12/11(月)・

まだ使える木製粗大ごみを再生・展示・販売しているミニリサイクルプラザでは、

現在第4 回抽選会に向けて再生品を展示し、申し込みを受け付けています
Ｏ

期　間 時　間

11月1日～

1月31 日
午後4時30 分

2月１囗～

4月30 日
午後5時

5月1日～

8月31 日
午後6時

9月1日～

10月31 日
午後5時

回と同様、小学1・3・5年生の保護者と、市内8

支所・市役所市民課にお越しの市民の皆さんを

対象に行います。

小学生の保護者には学校を通じて、支所 一市

民課では12 月15日銜までアンケート調査を行い

ますので、ご協力をお願いします。

結果については、後日、広報まつどでお知ら

せします。

昌防災課S366 -ﾜ309

◆第4 回抽選会…12 月ワ日困午前11 時から

◆当選者引取期間…12 月７日㈲抽選会後～午後2 時 ・11

囗㈲午前10 時～正午・12 日脚 午後2 時～4 時 ・13 日伽 午

前10 時～ 正午・14 日 ㈲午後2 時～4E時・15 日窗 午前10

[晧～ 午後4 時 引７日(日)午前10 時～ 午後4 時

◆臨時休場…12 月18 日㈲( 次回展示品準備のため)

※申し込みは1 世帯1 点に限ります。

※引取期間およ０麭日割木場日には､ 申し込みはできません。

圖 環境計画課ごみを減らす係≪s366 ―7332 、再生品展

示場S392-3051

※詳細は市のホームページでも見られます。

URL　h 即://wvwv.intership.∩罔p 广mcity/matsudo/k ぽashi/saisei/saisei.htm

あ
な
た
の
健
康

人
生
を
ず
っ
と
元
気
に
歩
き
続
け
よ
う

よ
う
。
マ
ス
ク
や
手
袋
を
使
用
す

る
の
も
一
つ
の
工
夫
で
す
。

早
朝

、
ま

た
は
夕

方
に

早
足
で

歩

い
て

い
る
人
た
ち

を
よ

く
見

か

け
ま

す
。
適

度
の
運
動

は
生
活
習

慣
病

（
高

血
圧

症

、

糖
尿

病

等

）

の
改
善

と
予

防
に
効

果
的

で
、
健

康
に
生
き
て

い
く
上
で
必
要
で
す
。

五

十
歳

前
後

の
女
性

で

は
ホ
ル

モ
ン
分

泌

の
低
下

等

も
あ

り
、
骨

量

が
少

な
く

な
る
と
骨

粗
し

ょ
う

症
に

か
か
り

や
す
く

な
り

、
骨

折

を
起
こ
し

や
す

く
な
り

ま
す

。

予
防
と

し
て

は
、
骨

に
必
要

な

カ
ル

シ
ウ
ム

（
牛
乳

、
小
仙
等

に

多

く
含
ま

れ

る
）
を
摂

る
こ

と
で

す
。
し

か
し

、
こ

の
カ
ル

シ
ウ

ム

を
よ
江
多

く
腸

よ
り
吸

収

さ
せ

る

に
は
、
日

光

に
当

た
り

適
度

の
運

動
麥

ず

る
こ
と

が
要
求

さ
れ
ま

す
。

糖

尿
病

の
人

は
、
食

後
に
二

十

分
程

歩
く

の

が
良

い
と

さ

れ
て

い

ま

す
。

中
高
年
の

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

運
動
を
す
る
こ
と
は
良

い
の
で

す
が
、
無
理
は
逆
効
果
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
朝
、
目
が
覚
め

て
す
ぐ
外
へ
出
て
運
動
す
る
の
は

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
寒

い
冬
の
朝
等
は
、
心

臓
、
血
管
系
や
膝
関
節
の
障
害
等

の
事
故
が
心
配
で
す
。
準
備
運
動

を
十
分
に
し
て
、
身
体
を
少
し
暖

め
て
か
ら
始
め
る
よ
う
に
し
ま
し

で
き
る

だ
け
胸

を
張
り

、
腕

を

振
り

、
大
ま

た
で

歩
く

よ
う
に

し

ま
し

ょ
う

。
歩
く

時
間

に
決
ま
り

を

つ
け

る

必

要

は
あ

り

ま

せ

ん

。

軽
く
汗

を

か
く
程
度

で

よ

い
の
で

す
。
二

十
～

四
十
分

間
ぐ

ら

い
で

し

ょ
う

か

。
毎

日
歩

か

な
け

れ
ば

い
け

な

い
と
思

う
と

つ
ら

く
な
り

ま
す
。

楽
し

く
歩
く

こ
と

が
大
切

で
す
。

ス
ト

レ
ス

の
解
消

に
な

る

よ
う
に

し
ま
し

ょ
う

。

例
え

ば
、
景

色

の
良

い
所

、

緑

の
多

い
所

、
ま

た
、
犬

と

一
緒

に

歩

く
と

か
、
友

だ
ち

と
会

話
を
し

な

が
ら

と
か

。
週
に
三

～

五
日

で

も

、
長
続

き

さ
せ

る
こ
と

で
、
思

わ
ぬ
効
果

が
期

待
で

き
ま
す

。

持
病

の
あ

る
人
は

、
か

か
り

つ

け

の
医
師

に
相

談
し

、
運
動

の
程

度

を
指
示

し
て

も
ら
う

こ
と

。
寒

い
早
朝

や
暑

い
日

中

、
ま
た

空
腹

時

は
避
け
る
よ

つヽ
に
し
ま
し

ょ
う
。

（
松

戸
市

医

師

会

）

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

1
0月
１
日
現
在
で
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

速
報
値
は
、
1
2月
下
旬
に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

讖
総
務
課
統
計
係

公
3
6
6
・
8
0
5
6

審
議
会
等
の
会
議
公
開
の
運
用
状
況

(
平
成
1
2
年
度
上
半

期
)

会
議
録
の
閲
覧
等

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
市
の
情

そ
の
他

防災行政用無線(固定系) の

現在の放送時間

ミニリサイクルプラザ
開場日時月～金曜日午前10時～午

後4時〔土 一日曜日、祝日、年末年

始(12 月28日～1 月4日)は休場〕（松戸市再生品展示場）の錨選会

疲
れ
を
残
さ
な
い
目
安

275



第52回人権週間事業・12/4～10 は人権週間

優しい心を育むまち市長室・発

川井敏久

12月4日から10日までの1週間を「人権週間」

として人権尊重の理念の普及を図っています。

この機会に人権についてもう一度考え、皆

さんがこれは人権問題ではないかと感じたこ

とや困りごと、心配ごと、子どものいじめの

問題での悩みごとなどがありましたら、人権

擁護委員に遠慮なくご相談ください。相談は

無料で、秘密は固く守られます。また、千葉

地方法務局松戸支局(0363-6278) でも相談

を受け付けています。

※定例の人権相談については、広報まつどの相

談案内をご覧ください。

詈福祉事務所援護係c366-7349

保
育
園
児
に
よ

る
演
奏
会
お
よ
び
啓
発
活
動

｢松戸七福神鍋｣元祖

今
年
も
、
と
い
う
よ
り
、
い
よ

い
よ
二
十
世
紀
も
残
す
と
こ

ろ
あ

と
一
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
二

十
一
世
紀
を
迎
え

る
に
当
た
り
、

市

全
体
が
元
気
の
出

る
よ
う

な
施

策
に
つ
い
て
令
庁
的
に
検
討
を
進

め
て

い
ま
す
。

そ

の
中
か
ら
出
て
き
た
ア
イ

デ芋( イモ) 煮会でのぼり旗を披露

期間中関連行事を開催します

‾‾へ
｀` ‾‾'
‾～ヽ
＿ 日 時 会 場 内 容 対 象 費用

街頭広報演奏会
12/4(1月)

午前11時～正午

松戸駅東西連

絡通路

保育園児による演奏会お

よび啓発活動
市 民

無料

(いずれも

申し込み

不要)

特設人権相談所

12/6伽

午前11時

～午後3時

伊勢丹松戸店

11階特別会議

室

家庭問題(親子・相続等)

借地、借家、差別、いじ

め等の人権問題

市 民

人権講演会
12/8 縻

午後2時～4時
市民劇場

テーマ…「高齢者と人権

について」

講師…人権擁護委員・上

野弘一郎氏

市民 一民生児童委

員・保護司・母子

福祉推進員・更生

保護婦人会・老人

クラブ

ア
の
一
つ
を
発
展

さ
せ

た
元
祖
「
松

戸

七

福
神

鍋
」

が
、

関
係

者

の
皆

さ
ん

の

ご
理

解
、

ご
協

力

を

得
て

実

現

の
運

び
と
な

り

ま
し

た

。
こ

れ
は

、
松

戸

の
地

場

野
菜

を

ふ

ん

だ
ん

に
使

っ
た
健

康

的

な
鍋

料
理

を

市

内
の
飲

食
店

で

扱

っ
て

も
ら

い
、
市

民

の
皆

さ
ん

の
明

日

へ

の

活

力

に

つ
な

げ
て

も

ら

お
う

と

い

う

も

の
で

す

。

な

ぜ
、「
七

福
神

鍋

」
か
と

い
い

ま

す

と
、

七

福
神

は

幸
せ

を
呼

ぶ

と

い
う
こ

と

で
昔

か

ら

庶
民

の
間

で

親

し
ま

れ
て

き
ま
し

た

。
ま

た
、

松

戸

の
七

福

神
巡

り

が
隠

れ

た

ブ

ー
ム

に

な

っ
て

い
ま

す

。
そ

ん

な

こ

と

も

あ

っ
て

、
私

は

か
ね

て

よ

り

、

七
福

神

と

い
う

言

葉
を

使

っ

て

何

か
で

き
な

い

だ
ろ
う

か

と
思

い
を

巡
ら

せ

て

い
ま

し

た
。

そ
こ

委　員　名 住　所 電　話

有 坂 一星 子 金ケ作306 s38 ツー5055

和田　 康男 松戸新田18 の4 S362-7853

高橋　 むつき 上本郷2334 の6 O367-1404

鈴木　 一夫 ニツ木仏4 の2 O341-0192

瀧田　 泰子 上本郷3ﾜ30 o362 ―2683

山田　 英夫 小山265 fi362 ―8886

南雲　祥子 上本郷3212 S362-503ﾜ

長谷 川　智 馬橋1858 a341-5231

上野　 弘一郎 胡録台3 ヤ の4 公363- ∠旧25

若林　 桂子 ニツ木1688 O345-3840

大嶋　弘子 松戸1332 S36 ワー62 引

・考えようあなたの人権　わたしの人権

～21世紀へつなげよう心のネットワーク～

・女性の地位を高めよう

・子どもの人権を守ろう

・高齢者を大切にする心を育てよう

・障害のある人の完全参加と平等を実現しよ

う

・部落差別をなくそう

・アイヌの人々に対する理解を深めよう

・国際化時代にふさわしい人権意識を育てよ

う

・ＨＩＶ感染者等に対する偏見をなくそう

・刑を終えて出所した大に対する偏見をな＜

そう

で

、
団

ら

ん

を
イ

メ

ー
ジ

す

る
鍋

料
理

と
幸

せ

を
呼

ぶ

七
福

神
と

を

合

わ
せ

、
長

引
く

景

気

の
低

迷

か

へ
い
そ
く
　
　
ふっ
しょ
く

ら

く

る
閉

塞

感
を

払

拭
す

る
思

い

を
込

め

、「
七

福

神
鍋

」
と

名

前
を

付

け

ま
し

た

。

し

か
し

、

こ

れ
は

市

の
事

業
と

し

て

は

で
き

ま
せ

ん
の
で

、
市

内

の
飲

食

店

の
集
ま

り

で

あ

る
松

戸

食
品

衛

生
協

会

に
提

案

い
た

し
ま

し
た

。
検
討

を

重
ね

て

い
た

だ

き
、

そ

の
結
果

、「
七
種

類

の
食

材
を
使

う
」
、
「
七

種

類

の
具

が
入

っ
た
福

袋

（
油

揚

げ
）

を
入

れ

る
」

な

ど

「
松

戸

七
福

神
鍋

」
の
特

徴

が
決

ま

り
ま

し

た
。

そ
し

て
、

本
格

的

な
鍋

シ
ー

ズ

ン

を
迎
え

る
1
2月

か
ら

、
実

際

に

元

祖

「
松
戸

七

福
神

鍋
」

と

し

て

市

内

の
飲
食

店

に
登

場

す

る
こ

と

人
権
週
間
に
寄
せ
て人権擁護委員

世

界

人

権

デ

ー
（

１２

月

１０
日

）

に

向

け

て

さ
ま

ざ
ま

な
イ

ベ
ン

ト
が
開

か
れ
ま

す
。

街

頭

啓

発

活

動

で

の

保

育

園

児

に

よ

る

か

わ

い

い
鼓

笛

演

奏

の

参

加

は

、
恒

例

に

な
り

ま

し
た

。

今

年

の

講

演

会

は

「

高

齢

者

と

人

権

」

に
つ

い
て

と

り
あ

げ
ま

す

。

中

学

生

の

人
権

作
文

コ

ン

テ

ス

ト
で

は

、

や

さ

し

い
心

を

持

っ

た

多

数

の

優

秀

な

作

品

に

出

合

い
ま

し

た

。

ま

た

、
小

学

校

に

は

、

人

権

の

花

と

し
て

芍

薬

の

苗

木

が

市

内

二

校

に

百

株

植
え

ら

れ

ま

し

た

。

大

切

に
育

み

、
美

し

い
開
花

が
楽

し
み

で

す

。

皆

で

人

権

を

見

つ

め

、

考

え

、

す

べ

て

の

人

の

人

権

が

守

ら

れ

た

、
や

さ

し

い
・

幸
福

な

社
会

を
実

現

さ
せ

た

い
も
の

で

す

。

に

な

り
ま

し

た

。
ま

た
、
取

扱
店

の
店
頭

に

掲

げ

る
の

ぼ
り

旗

に

つ

い
て

は
、
松

戸
市

農

業
協

同

組
合

、

千

葉
小

金

農

業
協

同

組
合

の

ご
厚

意

に

よ
り

提

供
し

て

い
た

だ

き
ま

し

た

。

行

政

が
企
画

立
案

し

、
市

内

の

多

く

の
飲

食

店

が
事

業

を
進

め

る

初

め

て

の
試

み

と
な

っ
た

わ
け
で

す

が
、
地

場

野

菜
を

使
う

こ

と
で

農
業
後

継
者

の
元

気

に
つ
な

が
り
、

元

祖

と
呼

べ
る
松

戸

ブ

ラ
ン

ド
商

品

を

扱
う

こ

と

で
商

業

の
活

性
化

に
つ

な
げ
よ
う
と

す
る
も

の
で
す
。

ま
た

、

七
福

神

巡
り

に

関
連

し

た

観
光
資

源
と
し

て

の
期

待
も

あ
り
、

そ
し

て

何
よ

り

も
、

市

民

の
皆

さ

ん

の

健

康

、

活

力

に

つ
な

が
り

、

車

全
体

が
元

気

に

な

れ
ば
と

願

っ

て

い
ま

す

。

七
福
神
鍋

師
走

の
街

に

旗
立
て
て

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 専 用 の フ ァ ク ス と 、 市 長 直 通 の

メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置し て い ま す 。

市 政 に 関し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せく ださ い( で き れ ば 、連 絡

先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

｢AX  366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(10 月末現在の受信件数)ファクス694件､メール353件

こちら

消費生活ｾﾝﾀｰ

相談事例・第6 回

在宅の仕事を紹介するという

医療事務講座 ？

▽
内
職
商
法
の
実

態

『
電

話
で

医
療

事

務
講

座
を

勧

誘

さ
れ
、
仕
事

も
紹
介

す
る
と

い
う
の

で
契

約
し

ま
し
た
』

自
宅
に
電
話
が
あ
り
、
医
塵
甼

務
講
座
を
勧
め
ら
れ
て
「
勉
強
が

終
了
し

た
ら
仕
事
を
紹
介
す
る
」

と
言
う
の
で
契
約
し
ま
し
た
。

高
額
で
あ
り
、
仕
事

の
紹
介
も

不
安
な
の
で
、
認
定
試
験
を
実
施

し
て
い
る
法
人

に
聞
い
て
み
る

と
「
医
壅

畢
務

は
病
院
に
派
遣

さ
れ
て
行

つ
も

の
で
、
在
宅
で

は
で

き
な

い
」

と
言
わ
れ
ま
し

た
。教
材
は
受
け

取

っ
て
い
ま
す

が
、
話

が
違
う

の
で
解
約
で
き

な

い
で

し
ょ
う

か

。

・
契

約
金
額

…
五
十

一
万
円

・
既

払

い
拿

：
な
し

示

談
者
　

三

十
歳
代
女

性
）

業

者
に
対

し
て

、
解
約

し
た

い

こ

と
を
書
面

で
伝
え

る
よ

う

に
相

談
者

に
助
言

し
ま

し
た

。

業
者

は
「
担
当

者
に

確
認

し
て

検
討

す

る
」
と

回
答
し

ま
し

た

が
、

連

絡

が
取

れ
な
く

な
っ
て
し

ま

い

相談専用 昔３６５－６５６５

ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
信
販
会
社
へ
業

者
に
連

絡
を

依
頼
し
た

と
こ

ろ

「
契
約
を
キ
ャ
ン
ル
す
る
」
と
報

告
が
あ
り
、
教
材
を
返
還
す
る
こ

と
で
無
条
件
解
約
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

内
職
商
法
は
、
折
り
込
み
広
告

や
電
話
で
「
講
座

を
受
け
れ
ば
仕
事

を
紹
介
す
る
」
な

ど
と
言

い
、
高
額

な
教
材
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
購
入
さ

せ
る
も
の
で
す
。

事
例
で
も
あ
る

よ
う
に
、
自
宅
で

仕
事
が
で
き
る
と

言
い
な
が
ら
実
際

は
仕
事
が
な
か
っ

た
り
、
「
紹
介

す

る
な
ど
言
っ
て

い
な
い
」
と
い
う

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

仕
事
を
す
る
の
に
、
高
額
な
教

材
や
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
条

件
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
販
売

が
目
的
で
あ
る
と
考
え
て
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、
点
検
商
法
の
事
例
を

掲
載
し
ま
す
。

No.74

松戸をめざして

人権擁護委員
今年の人権週間強調事項

瀧田　泰子さん

自
宅
で
で
き
る

お
仕
事
で
す
。

初

心
者
大
歓
迎
！

お
問
い
合
せ
は

お
電
話
で

ア
ド
バ
イ
ス

セ
ン

タ
ー
対
応

ＮＯ．7

(月～金曜日、午前9時～午後4時)



松戸市の家計簿

財政事情の公表
一般会計

平成11 年度の決算額は、歳入1,1ﾜ6偸1,052:万5,138円、歳出1,146偸

6,004万9,5ﾜ3円で、前年度と比較すると歳入は2.2％、歳出は2.996の

増力［］となっています。

地方公共団体の財政力を示す財政力指数は0.902で、前年度（平成10

年度）の0.945を0.043下回りました。また、財政構造の弾力性を示す

経常収支比率は89.096で、前年度に比べて3.9ポイント減少、公債費比

率は口｡1％と前年度より0.3ポイント増加しました。

経常収支比率

財政構造の弾力性を判断するための指標です。人件費や

物件費など経常的にかかる経費に、市税や地方譲与税など

を中心とする経常的な収入である一般財源が、どれだけの

割合で充当されているかを表します。

諸収入

特別会計

地方特例交付金

財政力指数

地方公共団体の財政力

の強弱を示す指標です。

１を超えるほど財源に余

裕があり、財政が豊かで

あるといわれています。

公債費比率

市税などの一般財源が、公債費〔市債

（国や銀行などから借りている資金）の返

済に充てている費用〕に、どれだけの割

合で充当されているかを示す指標です。

国民健康保険や下水道など特定の事業を行う場合に 、その

収入を支出に充てるために一般会計とは別に設けた会計です。

平成 悁年度の国民ｲ建康保険特別会計ほか5 特 別会計の決算

額は 、歳入ﾜ22 億121 万6,012 円 、歳出70 ∠↓億8,839 万8,616 円

で前年度と比較すると、歳入は6,2‰ 歳出は5.3% の増加とな

っています。

分担金および負担金

競輪事業収益金の使途状況

区　分 金　　額

民生賈 3,000万円

土木費 6,000万円

教育費 3,000万円

合 計 1ｲ意2,000万円

松戸競輪事業

で得られた収

益金は 、一般

会計に繰り入

れて使用し て

います。

平成11 年度決算の概要と平成12 年度上半期（4 月～9

月）の予算の執行状況をお知らせします。

市では、皆さんに負担していただいた税金や、国・県

から の支出金、市債など（歳入）が、どのように使われ

たか（歳出）を知っていただくため、皆さんの家庭の家

計簿にあたる市の財政状況を定期的に公表しています。

財政状況をご理解いただき、市政へのご協力をお願いし

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

圖 財務本部企画管理室S366 ―7315　　　　　　

平成11 年度決算概要
地方財政を取り巻く環境が一段と厳しさを増しているなかで、平

成11 年度は、本市の基本構想に定められた将来像「住んでよいま

ち・訪ねてよいまち　 まつど」の実現のため「 最小の経費で最大の

効果をあげる」ことに努め、限りある財源の有効的、効率的な配分

による事業展開を図ってきました。その中で、「第1 次実施計画」事

業をはじめとする各種施策について着実に展開しました。

平成11年度に行った主な事業

平成12 年3月31 日現在

(住民基本台帳より)

人口　459,501 人

世帯　183,812 世帯

面積　61.33knf

※平成12年度は9月

補正後予算額

一般会計から特別・企業会計への繰出金の状況

一般会計(款) 会　　計　　名 平成12 年度予算額 平成11 年度決算額

民生費 国民健康保険特別会計 刀億8,9ﾜ6万6,000円 29 億3,833万9,000 円

衛生費

老人保健事業特別会計 10億8,228 万9,000円 14億2,324:万6,000 円

水 道 事 業 会 計 1億;4,816万9,000 円 1偸34万6,000 円

病 院 事 業 会 計 2ら億3∠囗万ﾜ,000 円 30 億5,406万9,000円

商工費
公設地方卸売市場事業

特　　別　　会　　計
1億,9,384万4,000 円 2偸1,916万4,000円

土木費
駐車場事業特別会計 1億訓00 万円 1億8,400万円

下水道事業特別会計 52億円 5∠1億9,ﾜ36万ﾜ,000円

合　　　計 103 億5,848万5,000 円 134 億1,653:万1,000円

企業会計

平成11 年度の企業会計の決算額は ，収益的収入と資本的収入の

合計が199 億3,1∠11万6,421 円 ，収益的支出と資本的支出の合計が

204 ≪4,4 ∠15万761 円 で ，前年度と比較すると，歳入は2.0 ‰ 歳

出は2.6％の減少となっています。

各企業とも健全な公営企業の経営に

努めています。

収益的収支は 、経常的な 収入と

支出。資本的収支は建物や備品

などの整備にかかる収入と支出

です。

区　　分 予算現額 決算額

水

道
事

業

収益的収入 1ﾜ億4,603 万8,000円 口 億∠t,ﾜOﾜ万4,ﾜ56 円

収益的支出 1ﾜ億リ5ﾜ 万6,000円 旧 億ﾜ,6引 万4,88ﾜ 円

資本的収入 ﾜ億3,639 万6,000円 ﾜ億5,601万4,95ﾜ 円

資本的支出 8億6,223 万3,436円 8億3,293万666 円

病

院
事

業

収益的収入 ツ4 億1,923 万8,000円 拓9饂1,021万4,308 円

収益的支出 回4 億1,923 万8,000円 1ﾜ○億2,982万9,444 円

資本的収入 5億1,660 万5,000円 5億 頌 詞万2,∠ﾚ00円

資本的支出 9ｲ意3,996万∠1,000円 9ｲ意5ヤ万5,ﾜ64 円

市民の負担状況

ごみの収集や福祉など、市民の皆さんからの要望は広

範多岐にわたっています。それにこたえるためには 、多

＜の経費（行政経費）が必要で 、皆さんに負担していた

だく税金（市税負担額）をはじ め、国からの補啝金や市

債で賄われています。

区　分 !世帯当たり 1人当たり

市民税 19万3,452 円 ﾜ万ﾜ,386 円

固定資産税 12万4,345 円 4万9,ﾜ副 円

都市計画税 2万3,529 円 9,412円

その他 2万'4,258円 9,ﾜO∠1円

合　計 36万5,584 円 14万6,243 円

総入金

その他

使用料および手数料

県支出金

繰越金

地方消費税交付金

地方交付税

市債

国庫支出金 市恥

商工費 その他

消防費

総務 費
-

教育費

衛 生 費 公櫺替

土木費

民生費

歳　出

会　　計　　名 予 算 現 額 収　入　済　額 支　出　済　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 252 億9,56ﾜ万9,000 円 256 億ﾜ,1引 万2,4ﾜ9円 250 億4,93ﾜ万ﾜ,5ﾜ5 円

松 戸 競 輪 特 別 会 計 ?8億∠旧○万円 ﾜ○偸リ03 万8,2ﾜ3円 65 億4,928万ﾜ,ﾜ35 円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1ﾜ6 億8,340万6,050 円 165 億5,834万5,40ﾜ円 161 億1,1ﾜ9万5,911 円

公設地方卸売市場事業特別会計 5億3,068万9,000 円 5億暇01 万9,306円 4億9,ﾜ11万3,354 円

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 220ｲ意9,550万円 221 億5,090万9,243円 219 億9,189万9,921 円

駐 車 場 事 業 特 別 会 計 3億2,442万4,000 円 2億9,009万1,304円 2偸8,892万4,120 円

合　　　　　計 ﾜ3ﾜ 億3,459万8,(〕50円 ﾜ22 億121 万6,012円 ﾜ04 億8,839万8,616 円

民
生
費

ホームヘルプサービスの充実のために　　　　　ﾜ 億2,ﾜ96万ﾜ,893円

民間保育所の充実のために　　　　　　　　　　5 億6,932万9,480円

福祉公社の充実のために　　　　　　　　　　　2ｲ 意6,812万9,784円

老人医療費の助成に　　　　　　　　　　　　　　1 億638 万8,034円

土
木
費

21 世 紀 の 森 と 広 場 璧 備 に …………………………………:……………………8ｲ意ﾜ,3ﾜO 万2,6ﾜ3 円

公 園 整 備 に　　　　　　　　　　　　　　　　　1 億6,442 万9,40 ∠L円

市 営 住 宅 僭 上 事 業 に　　　　　　　　　　　　　1 億2,36｢ｱ 万8,960 円

公 共 建 築 物 の 耐 震 調 査 に　　　　　　　　　　　　 ∠1,006 万3,∠L88円

衛
生
費

成 人 と 高 齢 者 の 健 康 の た め に ………………………………………………6ｲ意6,325 万1,024 円

乳 幼 児 の 健 康 診 査 に ……………………………………………………………………3ｲ意6,ﾜ49 万6,ﾜ51 円

各 種 予 防 接 種 に　　　　　　　　　　　　　　　3 億3,544 万2,921 円

教
育
費

柿 ノ木 台 公 園 体 育 館 の 建 設 に …………………………………………………6 億918 万8,ﾜ05 円

教 育 用 コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 に　　　　　　　4 億1,344 万9,239 円

小 学 校 給 食 室 の 改 修 に　　　　　　　　　　　　3 億6,340 万5,000 円

小 中 学 校 校 舎 の 大 規 模 改 造 と 耐 震 改 修 に ……………………1ｲ意B,5ﾜ8 万ﾜ,000 円

総務

費

自 転 車 の 放 置 防 止 対 策 に　　　　　　　　　　　4 億ﾜ,054 万2,29ﾜ 円

男 女 共 同 参 画 プ ラ ン の 推 進 の た め に ……………………………………………ﾜ02 万ﾜ
■195
円

消
防
費

消 防 指 令 管 制 シ ス テ ム の 更 新 に …………………………………………1ｲ意8,839 万3,94ﾜ 円

商工

費

中小企業資金融資預託金に　　　　　　　　　　　　　　　　　9ｲ 意円

中小企業融資資金利子補給金に　　　　　　　　　･･8,998 万4,298 円

市内の水道は 、県営のものと市営

のものがあり ます。これは、市営

のものです。

市立病院と福祉医療センター東松

戸病院を合わせた収支です。

※収入額が支出額に不足する額は ，内部留保

資金で補てんし ます。

歳　入



科　　目 予 算 現 額 構成比% 4月～9月末収入済額 収入率％

市　　　　　　税 642 億円 58.3 3伺 億9,934 万5千円 53.ﾜ

地 方 譲 与 税 9億∠t,000万円 0.8 3億1∠冂万6千円 32.1

利 子 割 交 付 金 セ億円 Ｕ 6億B,88ﾜ 万 千々円 5ﾜ.∠L

地方消費税交付金 38億円 3.4 22 億1ﾜ34 万5千円 58.∠L

ゴルフ場利用税交付金 1,ﾜ00万円 0.0 313 万5千円 18.4

特別地方消費税交付金 1千円 0.0 O円 0.0

自動車取得税交付金 ﾜ億6,000 万円 0.ﾜ 2億6,118 万円 34.4

地方特例交付金 29億9,960 万2千円 2.ﾜ 29ｲ意9,960万2千円 100.0

地 方 交 付 税 92億捏8 万4千円 8.3 6ﾜ億8,262 万5千円 ﾜ3.ﾜ

交通安全対策特別交付金 8,500万円 0.1 3936 万3千円 脯.3

分担金及び負担金 14億U82 万5千円 1.3 4億9,882万ﾜ千円 35.3

使用料及び手数料 引億ﾜ,962 万9千円 2.9 16偸8,329 万3千円 52.9

国 庫 支 出 金
(2億3,661万8千円)

82億4,581 万4千円
ﾜ.5

(〇円)

2∠順3,02'ﾜ万ﾜ千円

(0.0)

29.5

県　 支　 出　 金
(5,080万4千円)

3ﾜ億V56 万2千円
3.∠|

(O 円)

2億9,ﾜ40 万9千円

(0.0)

8.0

財　 産　 収　 人 1億ﾜ,004 万6千円 0.2 1億2,423 万5千円 ﾜ3.1

寄　　 附　　 金 3,000万1千円 0.0 4,00ﾜ万5千円 133.6

繰　　 入　　 金 2ｲ意馴01 万ﾜ千円 0.3 O円 0.0

繰　　 越　　 金
出意8,944万5千円）

5億円
0.4
(1億B,9∠↓4万5千円)

2ﾜ 億6j03 万1 千円

(m0.0)

552.2

諸　　 収　　 人 2ﾜ億401 万2千円 2.5 2ｲ意5,5ﾜ8万3 千円 9.5

市　　　　　　 儔
(2億490 万円)

6｢ﾌ億5,960 万円
6j

(3,490万円)

4偸ﾜ90 万円

(1ﾜ.0)

6.0

。　　　　　 計
(6億8,176:万ﾜ千円)

1.101僕9.639万3 千円
100.0

(2 億2,434万5千円)

562 億91ﾜ1 万5 千円

(32.9)

51j

特別会計

※（　）内は、平成11年度の繰越分ですＯ

予

算

執

行

状

況

平
成
1
2年
度

上
半
期

（
４

月
１
日
～

９

月
3
0日

）

会　計　名 予 算 現 額 4月～9月末収入済額 収入率％ 4月～9 月末支出済額 執行率％

国民健康保険特別会計 262 億5,960万8千円 89 億9,408万1千円 3∠に3 9B 偸6,854万3千円 3ﾜ.6

松 戸 競輪 特 別会 計 123 億8,498万8千円 佰億ﾜ,188万3千円 38.5 43 億:8,69ﾜ万ﾜ千円 35.4

下水道事業特別会計
(1膕阻4ﾜ6 万円)

1引 億4,172万ﾜ千円

(1億3,872万9千円)

16 億3,014万4千円

(10.2)

10.8

(6 億ﾜﾜ1 万∠1千円)

38 億:4,614万ﾜ千円

(44.9)

圧4

公設地方卸売市場事業

特　　別　　会　　計
5億mO 万2千円 1ｲ意3,294万8千円 26.5 2ｲ意61万4千円 40.0

老人保健事業特別会計 ２拓億8,580万ﾜ千円 91 億ﾜ97 万4千円 ∠12.2 93 億201 万5千円 43.1

駐車場事業特別会計 2億5,3ﾜ1万9千円 4,490万3千円 1ﾜ.ﾜ 9,603万5千円 3ﾜ.9

介 護 保険 特 別会 計 86億3,ﾜ49万4千円 20 億5,129万∠L千円 23.7 20 億5,548万円 23.8

合　　　　 計
(13億5,4ﾜ6万円)

84ﾜ 億6,434万5千円

(1億3,8ﾜ2万9千円)

26ﾜ 億3,322:万ﾜ千円

(1〔).2)

31.5

(6 億ﾜﾜ1 万4千円)

29ﾜ 億5,581万1千円

(44.9)

3引

市有財産の現在高

※（　）内は、平成11 年度の繰越分です。

綸方徊図瑙在高

歳　出
※（　）内は、平成11 年度の繰越分です。

科　　目 予 算 現 額 構成比％ 4月～9月末支出済額 執行率％

議　 会　 費 8億 口∠旧万5千円 0.ﾜ 3億8,388万9千円 4ﾜ.3

総　 務　 費
(2億813 万円)

リ∠L億840 万8千円
拍.4

(O円)

4ﾜ 偸360 万円

(0.0)

∠に２

民　 生　 費 239ｲ鄙,ﾜ92 万4千円 21.ﾜ 96億1,623 万3千円 40.1

衛　 生　 費 掲1億5,305 万8千円 13.ﾜ 71 億1,699万5千円 ∠1ﾜ.0

労　働　費 ﾜ,284'万8千円 0.1 4,ヤ5 万6千円 5ﾜ.3

農林水産業費 ∠↓億∠に34万4千円 0.∠t 2ｲ意心,320万1千円 60.1

商　 工　 費 貨倡4,882 万4千円 1.6 10億282 万8千円 5ﾜ.3

土　木　費
(4億381 万2千円)

16ﾜ億8,856 万3千円
巧.2

(3ｲ意2,引2 万8千円)

33億6 即4 万3千円

(80.5)

20.0

消　 防　 費
(6,982万5千円)

引 億6,∠μ8万円
5.6

(O円)

26億2,ﾜ36 万9千円

(0.0)

42.6

教　 育　 費 稀3億9,011 万9千円 13.1 59億9,ﾜ32 万4千円 副.ﾜ

災 害 復旧賈 1ﾆﾄ 円゙ 0.0 O円 0.0

公　債　費 190億3,刀O 万心千円 17.3 58 億8,26ﾜ万3千円 30.9

諸支出費 2千円 0.0 O円 0.0

予　 備　 費 2ｲ意5,ﾜ66万3千円 0.2 - -

合　　　　計
(6億8,1ﾜ6万ﾜ千円)

1,101億9,639 万3千円
100.0

(3ｲ意2,512万8千円)

409ｲ意ﾜ,801万1千円

(4ﾜ､ﾜ)

3ﾜ､2

平成12 年度の一般会計の当初予算は1,092 億1,600 万円でしたが、6月と9月

に補正を行い予算現額は1,101億9,639万3千円となりました。執行状況は、歳入

51.196、歳出37.296です。

国民健康保険特別会計ほか6特別会計の当初予算の合計額は839 億3,630 万8

千円でしたが、9月に国民健康保険特別会計、下水道事業特別会計の補正を行い、

予算現額は847 億6,434 万5千円となり、予算の執行状況は歳入31.5% 、歳出

35.196です。

企業会計の当初予算は、収益的収入と資本的収入の合計で197 億1,271万1千

円、収益的支出と資本的支出の合計で202 億7,709万8千円で、予算の執行状況

は収入50.496、支出は47.796となっています。

今年度は「財政改革計画」を推進し健全財政の確立に努めるとともに、第1次

実施計画の着実な展開を図り､さらに成果を重視した事業実施をしてまいります。

企業会計 ※（　）内 は 、平 成ｎ 年度 の繰越 分 です 。

区　　分 予 算 現 額 4月～9 月末 収入支出済額 収入･ 執行率％

水

道

事

業

収益的 収入 口億ﾜ,584:万2千円 8億2,386万3千円 46.4

収益的 支出 口億1,∠μﾜ万2千円 ﾜ億3,398万5千円 ∠12.8

資 本的収入 ﾜ億5,08ﾜ万3千円 7,214万6千円 9.6

資 本的 支出
(ﾂﾜﾂ 万3千円)

9億ﾜ,ﾜ13万円

(ﾜ刀 万2千円)

3億2,290万2 千円

(100.0)

33.1

病

院

事

業

収益的収入 16ﾜ 億9,46ﾜ万5千円 89 億ベワ∠啗万2 千円 53.3

収 益的 支出 拓ﾜ偸9,46ﾜ万5千円 82ｲ意3,1ﾜ4万2 千円 49.0

資本的 収入 3億9,132万1千円 9,ﾜ95万2千円 25.0

資 本的 支出 ﾜ億9,082万1千円 3億9,0萌 万3千円 49.4

学校や道路じ可川・公園などの建設には、

多額の経費が必要です。これらは通常、市民

の皆さんに負担していただいている市税、国

や県からの補助金など、その年度内の収入で

賄われていますが、事業の効果が後世にも及

ぶため、将来の市民にもその負担をしていた

だ＜方が税負担の公平を図ることができるの

で、市は市債を発行し 、国や銀行などから資

金を借りて建設事業を進めています。

平成12 年9月30 囗現在の地方債現在高は、

ものグラフのとおりです。

一勁偏入齒句鵈在高

なし

一 般 会 計 歳　

入

地方債現在高

１　基　 金

土 地開発基金 ……………………………………………………………48j意円

財 政調整基金 ………………………………………1｢?ｲ意9,124 万8 千円

国民 年金印紙 購入 基金 ………………………………8偸9,∠150万円

高額療養貸付基 金 ………………………………………………1,500 万円

学 童災害共済基 金 ………………………………………2,269 万6 千円

松本清奨学基金 ……………………………………………………5,00C 万円

福祉基金 …………………………………………………21意5,883 万2 千円

美術品等取徊基 金 ………………………………………4ｲ意1,000 万円

国民 健康保険事業 財政調整基金 ……………｢ｱｲ意5,000 万円

白井聖地公園基 金 ………………………………………｢?,1｢78万1 千円

文化施設建設基 金 ………………………………1ｲ意2,288 万4 千円

市債管理基金 ………………………………………………………2,500 万円

平和基金 …………………………………………………………………………lj意円

少子化対策基金 ……………………………………3#4.066 万1 千円

職員退職手当基 金 …………………………………………………………lj意円

介 護保険円渭導 入基金 ……………………1｢74意9,152 万9 千円

介 護給付費準備 基金 ………………………………………………………0 円

高額介護サービ ス賈等貸付基金 ……………………1,0CO 万円

２　有価証券及び出 資による権利　　2 ∠|偸5,343 万3 千円

３　土地および建物

土地　　3,021,905.55rrf

(うち 土地開発基金　19,468.61 ΓΥi)

建物　　888,313.27 ΓΥi

4　 車　両　　 総台 数432 台

※平成12 年9月30 日現在

企業会計に関する決算審査意見書の概

要監査委員は予算の執行について、目的に従っ
て事務ヵ働 果的、経済的、合法的に執行されて

いるかを調べる決算審査を行い、その結果を意

見書として市長に提出しています。企業会計の

意見書の要旨（抜粋）は、次のとおりです。

●水道事業会計
水道事業会計においては 、収益的収支の1犬5兄

は印16 万1,659円の純利益となっている。これ

は、事業収益力㈲ 年度とtﾋjl交し1.1鰍 城 のla 意

｢?､05G万9,369円となったものの､ 水道料金等に

係る消費税相当額の力[]算割合を詼5から5％への

改定を実施したことによる収入増が大きく影

響していると思われるが、事業費用も4.3696

減の16 億940 万7,710円となったためである。

利用者の節水や長引＜景気の低迷等により

給水量が年々減少傾向にあり、給水収益の大

幅な伸び1ま期待できない1犬5兒の中にあって、経

営努力を進めてきたところである。

今後の事業運営に当たっては、かねてよﾘ 石

綿管更新事業の施策が進められているところ

であるが、老朽施設の改善を控え、更に将来の

第5次拡張事業が予定されていることを勘案す

ると、石綿管更新事業については、中長難的な

経営計画による事業の執行に努め、市民に良賈

で安全な水道水の安定供給を図り、公営企業と

してのｲ吏命を果たすよう、なお一層の努力を期

待するものである。

●柯 完事業会計

市立病院、東松戸病院の両病院は、地域に

おける中心的な医療機関として市民の複雑多

様化する医療ニーズに応えるというそれぞれ

の使命をもちながら 、近年における地域の医

療環境 、また、病院経営を取り巻＜環境の変

化の中で、良質な医療サービスと経営基盤の

改善に期待が寄せられているところである。
平成11年度の決算状況から主要な項目5点に

ついて述べることとする。

(1)医業 収益対医業費用比率( 医業収支比率)

について
市立病院における医業費用133 億∠1,659:万9,1

19 円に対し 、医業収益は116 億 叩29 万ﾜ､838

円となっており、医業収支比率は87.04 ％とな

っている。また、東松戸病院の医業費用23 億

糾65 万1,300円に対レ 医業収益は1引意6,474

万5,82'ﾜ円となっており、医業収支比率は80 石

6％となっているが、両病院ともに改善匚向か

っているとは認めがたい状う兄である。

(2)入院患者及び入院収益の減少について

市立病院における入院患者数は、前年度よ

り3,150.人(1 日平均10.12 人) の減少であり、

また、東松戸病院における入院患者数も前年

度より稈12 人(1 日平均3.京 人) の減少となっ

ており、両病院ともに減となっている診療科

目のそれぞれの要因は判明しているところで

あるが、入院収益は医業収益の構成比で大き

な比重を占めており、これが収益に与える影

響は大である。

(3)医勢 収匐こ彭tする職員給与費比率について

医業費用のうち人件費については、医業収

益に対する職員給与費比率において全国平均

より高い率を示していることは、かねてより

指摘しているところであるが、これは、救命

救急医療体制の確立と小児医療センター機能

の充実という病院としての特性から、やむを

得ない状況であるが、医業費用に占める割合

も大き＜、経営に与える影響からも改善を図

る必要かおる。

(4)数値目標と当初予定業務量及び当初医業収

益との関連について

両病院ともに経営改善の一環として数値目

標を設定し 、責任を明確にし 、職員の意識高

揚を図ったところであるが、次の点について

改善を要する。

まず、数値目標と当初予定業務量との関連

であるが、掲げた目標と業務量との見積りに

おいて関連性をもたせることが訖癢である。

当初予算見積りに当たっては、適正な予算

業務量を医業収益に反映させた積算が求めら

れるところである。

(5)十 投会計からの繰出金等について

繰出金については、国からの地方公営企業

繰出金についての通知に基づいて 、救命救急

体制の確保による経費、高度医療に要する経

費等の繰出しが行われているが 、この繰出基
準以外の繰出金と単年度収支での純損失の解

消力椎ﾐめられるところである。

以上述べてきたところであるが 、病院経営

を取り巻く医療環境は、疾病構造の変化 、医

療施設整備の進展、医療保険制度の改革 、介

護保険制度の実施等により大き＜変化してき

ている。こうしたことから経営改善に際して

は 、医療囿域における医療ニーズ及び医療供

給体制の調査分析 、市立病院の性格と規模 、

民間病院等を含めた広域的な病院相互の連携

と機能分担、東松戸病院の役割の明確化 、両

病院の診療科目等の組織の再編成と職員定数

の見直し及び人事交流、紹介率[古]上 への対応

等が求められているところである。

今後の運営に当たっては、上述してきた事項

に留意のうえ公営企業の経営の基本原則匚のっ

とり、効率的な業務運営を推進するとともに、

市民のｲ呆健・医療・福祉の支えとして健全でｲ言

頼される病院事業の運営を展開されるよう、な

おー層の努力を要望するものであるＯ

※意見書中の金額は消費税は含まれていません。

※監査結果の全文については、行政資料センタ

ーで閲覧できます。

固監査委員事務局a  366ﾜ385

水道事業債

病院事業債

駐車場債

下水道債

その他

総務債

土木債

教育債

衛生 債

市民税減税 補てん債

特
別
会
計

一
般
会
計

企業会計



※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

［
］
星

空
観

望

会

1
2月
９
日
出
①
午
後
６

時
か
ら
＝

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
②
午
後
ワ
時

か
ら
＝
屋
上
で
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ

定
〕
　
会
場
市
民
会
館
①
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
室
②
屋
上

定
員
先
着
八
十

人
　
費
用
無
料

※
団
体
（
二
十
人
以
上
）
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
＆
3
6
8
・
1
2
3
7
へ

「
」
常

盤
平

老

人

福
祉

セ
ン

タ

ー

年

忘

れ
演

芸

大
会

1
2月
２
日
出
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
カ
ラ
オ
ケ

・
舞
踊
・
詩
吟
・
民

謡
・
ダ
ン
ス
等
　
費
用
入
場
無
料

圖
常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
悪

心

・
0
2
0
1

［
］
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム
新

番
組
「
宵

の
明

星
～

金

星

の
素

顔

」

投
影
期
間
1
2月
２
日
出
～
１
月
2
8

日
臼
の
土

・
日
曜
日
、
祝
日
　
投
影

時
刻
午
前
ｍ

時
・
午
後
１
時
3
0分
・

３
時
3
0分
の
三
回
（
第

Ｔ

三
土
曜

日
は
午
後
の
み
二
回
）
　
会
場
市
民

会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
　
内
容
厚

い
雲
に
覆
わ
れ
た
金
星
の
表
面
を
詳

し
く
調
べ
た
ア
メ
リ
カ
の
マ
ゼ
ラ
ン

探
査
機
の
成
果
を
紹
介
　
定
員
先
着

八
十
人
　
費
用
子
ど
も
三
十
円

・
大

人
五
十
一
円

※
投
影
開
始
三
十
分
前
か
ら
、
二
階

受
付
で
発
券
し
ま
す
。

※
1
2月
2
4囗
⑧
は
ク
リ
ス
マ
ス
特
別

投
影
を
行
い
ま
す
。

圖
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
容

83
6
.
1
2
3
7

［

］
障

害

者
（
児

）
と

共

に

フ

レ

ン

ド

リ

ー

シ

ア

タ

ー

を

1
2月

柘
日

廊

午
後
２

時

・
拓
日

倒

午
後
１

時
3
0
分

開
演
　

会
場

野

田
市

文
化

会
館
　

内

容
オ
ペ

レ
ッ

タ

「
ブ

レ

ー
メ
ン

の
音

楽
隊
」
　

費

用

無
料

（
た
だ

し

、
整
理

券
が
必

要
で

す
）

圃

電
話
で
山
口

公
夾

・
４

５
［ｙ

３
へ

※
こ

の
イ

ベ
ン
ト

の

募
金
を

募

集
し

て

い
ま

す
。
郵

便

振
替

口
座
番

号

＝
０
０

１
５

０

・
６

・
5
5
7
8

0
6
　

加
入

者
名

「
障
害

者
児
と

共

に
ミ

ュ
ー

ジ
カ
ル

を

観
る

実
行

委
員
会

」

「
」
野
鳥

の

ス
ラ

イ

ド
映

写

会

1
2月
ｍ

日
付
午
後
１
贍
3
0分
～
４

時
3
0分
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
無
料

固
助
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

容
高
・
9
8
4
6

【
】
松

戸

ギ

タ

ー

ク
ラ

ブ

定

期

演

奏
会1

2月
２
日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

内
容
ア

ニ
メ
か
ら
映
画
音
楽
ま
で
　
費
用
無

料圈
松
戸
ギ
タ
ー
ク

フ
ブ
・
飯
島
ａ
Ｗ

‘
5
1
3
6
（
夜
隴
の
み
）

期　間 内　　　　容

12/10

日 まで

企画展「徳川慶喜の明治」

明治維新後の徳川慶喜は、

その後∠旧年間の長い人生を私

人として送りました。知られ

ざる慶喜の明治を徳川家秘蔵

の遺品の数々に探ります。

臥
徳川慶喜

12/23

竕～

2/18 紳

徳川 写真館part Ⅲ

衙||昭武 は写 真を 趣味とし ていた ため 、松戸

側||家 には膨大な 数量の 写真が残さ れていま す。

こ の写 真を順 次公 開する た め 、シ リー ズで巨

催さ れる 今 回の徳 川 写真館part Ⅲでは 、肖 像写

真 や徳 川 一 門 の人 々 が 撮 影し か写 真 を 展示 し

ま すo

【
】
や

わ

ら

木

苑

友

の

会

大

バ

ザ

ー
ル1

2月
３

日
日

午

前
１１

時
～

午

後
２

時
　

会

場
金
ヶ

作
自

治
会

館

（
熊
野

神
社

隣

）
　

内

容
日

用
雑

貨

・
冬
物

衣

類

・
瀬
戸
物

・
古

本

・
手
作

り
品

・
食
料

品

※
バ
ザ

ー
用

品
の
寄

贈
大

歓
迎

回

特
別
養

護
老
人

ホ
ー
ム
や

わ

ら
木

苑

友
の

会

晋
平
1
8
1
2

「
」
マ
ン

シ

ョ

ン

問
題

無
料

個

別

相

談

会

1
2月
1
2日
㈹
午
後
１

時
3
0分
か
ら

会
場
千
葉
県
県
民
相
談
室
（
県
庁
二

階
）
　
内
容
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

が
抱
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
・
管

理
・
運
営
、
大
規
模
修
繕
等
に
関
す

る
問
題
に
専
門
の
弁
護
士
、
ま
た
は

建
築
士
が
個
別
に
対
応
　
定
員
先
着

吝
匹
人

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

住
ま

い
情
報
セ
ン
タ
ー

登
0
4
3
岫

・
3
2

6
5

隰
0
4
3
・
翻
・
1
8
5
0
へ

［
］
大
正

琴

の

調

べ

「

音
楽

ア

ラ

カ

ル

ト

」

1
2月
９
日
出
午
後
１

畤
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

内
容
演

歌
・
民

砠
・
映
画
音
楽
な
ど
を
大
正

琴
・
ギ
タ
ー
・
歌
で
演
奏
　
費
用
無

料圜
松
戸
あ
け
ば
の
会
・
伊
藤
ａ
3
8
4

［
］
松

戸

こ

ど

も

か

る
た

大

会

１
月
ワ
日
付
午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
３
時
3
0分
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
松
戸
の
か
る
た
を
使

用
し
て
の
か
る
た
大
会
　
対
象
小
学

生
　
費
用
三
百
円
（
参
加
賞
・
保
険

料
を
含
む
）

圉
1
2月
2
0日
収
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
用
紙
を
こ
ど
も
課
（
公
3
6
6
・
7
4

6
4
）
へ

固
松
戸
カ
ル
タ
協
会
・
小
川
公
ｍ
∵

0
5
8
0

【
】
松

戸

川

柳

大
会

1
2月
３
日
紅
午
前
1
0時
～

午
後
５

時
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
課
題
吟

の
入
選
発
表
と
表
彰
　
費
用
入
場
無

料
（
出
品
者
は
千
五
百
円
）

圈
松
戸
川
柳
会
・
米
島
ａ
七
∵
5
9

1
6

［
］
ち

ょ

っ
と

は

や

い

ク
リ

ス

マ

ス

会1
2月
1
3日
㈲
午
後
２

時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1
内

容
サ
ン
タ
さ
ん
と
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
を
見
た
リ
ゲ
ー
ム
を
し
て
雜

か

対
象
Ｏ
歳
～
幼
児
と
保
護
者
　
定
員

先
着
四
十
組
　

費
用
一
組
千
円
（
お

み
や
げ
付
き
）

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
松
戸

子
ど
も
劇
場

・
青
木

雲
囲
3
8
6
・
9
1

5
4
へ

［

］
ピ

ア

ノ

で

歌

お

う

1
2月
ワ
日

困

午
前
‥囗
畤
～

午
後
１

時
　

会
場

市
民

会
館
　

内
容

「
Ｔ
Ｕ

Ｎ

Ａ
Ｍ
－

≒

Ｎ
Ｅ

∇
Ｅ

Ｒ

匚
Ｎ

Ｄ

」

ピ
ア

ノ

ー
平
澤

諭
氏

（
歌
唱

指

導
）

費
用

五

百
円

圖
女

声
合

唱
団
チ

ェ
チ

ー
リ

ア

・
阿

部

登
3
6
2
・
2
2
5
8

［
］
野
鳥

観
察
会

（
八
柱
霊

園

）

1
2月
1
0日
脚
午
前
８
時
武
蔵
野
線

新
八
柱
駅
前
、
ま
た
は
８
時
3
0分
八

柱
霊
園
入
口
集
合
、
午
前
1
1時
3
0分

現
地

解
散

【
雨

天
中

止
】
　

持

ち

物
筆

記
用
具

・
観
察
用

具

な

ど
　

費
用

無
料

圖
財
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

公
3
4
5
・（
りり８
４
冖ｎ
）

［
］
ス
テ

ン

ド

グ
ラ

ス

で

ク
リ

ス

マ

ス
の

オ

ー
ナ

メ
ン

ト

を
作

ろ

う
1
2月
９
日
出
午
後
１
時
3
0分
～
八

時
　
会
場
市
民
会
館
　
対
象
十
八
～

三
十
歳
の
人
　
定
員
先
着
二
十
人

費
用
一
千

円

圃
電
話
で
松
戸
東
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ

ー
丸
藤
昔
3
6
5
・
3
3
8
1

へ

示

日
午
後
ワ

時
3
0分
以

降
と
土

・

日
曜
旦

【】県立現代産業科学館の催し物

［
］
青
少

年

教

室

「
正

月

を

遊

ぼ

う
!
・
た
こ
作
り
」

1
2月
９
日
出
午
前
９

時
3
0分
～
午

後
Ｏ
時
3
0分
　
会
場
新
松
戸
郷
土
資

料
館
　
講
師
新
松
戸
郷
土
資
料
館
長

・
大
井
弘
好
氏
　
対
象
小
学
三
年
生

～
中
学
生
　
定
員
先
着
十
二
人
　
費

用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館

昔
七
∵
8
5

5
6
へ

［

］
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

剛
ハ

ー
プ

教

室

①
1
2
月
８

日
実

②

捏
月

拓
日

実

各

午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
Ｏ

時
3
0
分

内
容

①
ハ

ー
プ
を

使
い

ク
リ

ス
マ

ス

カ
ー

ド
を
作

る
②
ハ

ー
プ
で

作

る
お

正
月

飾
り
　

定
員
吝

先
着

十
八

人

費
用

①
千
二

百
円

②
二
千
七
百
円
（
八

－

ブ

テ
ィ

ー
付

き
、
材
料
費

を
含

む
）

閇

グ
リ
ー
ン

ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト

教

室

旧

月
1
2日

火

午
前
1
0
時
～
正

午

内
容

ク
リ

ス
マ

ス
や
お

正

月
に
使
え

る
寄
せ

植
え

を

作
る
　

定

員
先
着
十

八
人
　

費

用
二
千

二

百
円
（
材
料

費
）

会

場

①

罔
と

も
松
戸

ま
ち

づ

く
リ

交

流

室
テ

ン
ト

小

屋
（
東
葛

飾

支

庁

前
）
圃

電
話
ま
た

は
フ

ァ
ク

ス
で
テ
ン
ト

小
屋

容
3
6
7
・
8
8
8
9

隰
3
6
7・
８
８

ｎ
／
』？

丶

【】松戸地域職業訓練センター（テクノ 21)講座

講　座　名 日　　　時 定員・費用

パソコン講座

はじめての

Windows

12/ 4(月)・5 ㈹・11(H)・12㈲

18 側・19㈹・25 ㈲・26 ㈹

午前

ﾜ人2∠|,000円

(20,000 円)

一太郎を使った

文章作成講座

12/ 9㈹・16圉

午前9時30 分～午後4時30 分

10人 口000 円

(10,000 円)

Word をｲ吏った

文章作成講座

12/ 4㈲)・5㈹・7困・8銜

午後

9人12,000 円

(10,000 円)

Excelを使った表

計算講座
12/13 困 ・14㈲・20㈲・21㈲
午前

8人12,000 円

(10,000 円)

午前=午前9時30分～午後O時30分､ 午後=午後1時30分～4時30分

高齢者向け

パソコン講座

パソコンを使つて

みよう 対象60 歳

以上の人

12/ 7㈲・8㈹
午前9時30 分～正午

4人

7,000円

マッキントッ

シュ講座

初心者入門講座
12/13 ㈲・14困 ・20㈲・21的

午後IE侍30分～∠t時

12/18 ㈲・19㈹・25㈲)・26火

午後1日豹○分～4時

各5人

15,000円
初級講座

［
］
家

庭

教

育

学

級

合

同

講

演

会

1
2月
1
0
日
剛

午

前
1
0時
～

正

午

会
場
市

民
会

館
　

内

容
全

国
各
地

で

人
権
ラ

イ
ブ

を
行

っ
て
い

る
酔
人

舎

の

演
奏
と

語
り

を
通

し
て

「
人
間

」

や
「
生

き
る
こ
と

」

に
つ

い
て
考

え

る
　

費

用

無
料

※
保
育

あ
リ

（
無
料

、
二

歳
以

上

。

先
着

三
十
人

）

※
ど
な

た
で

も
入
場

で
き

ま
す

。

※
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ

さ
い
。

固

公

民
館

’‥一
回

・
1
2
1
4

圃11 月25日倒午前9時から、費用を添えて直接松戸職業訓練センター（松戸市

小金原1の19の3R349-3200) 窓ロヘ

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メンバーの場合です。受

付開始時に定員を超えた場合は抽選となります。

【
】
中
級

手
話
講

習
会

１

月
1
2日
廊
～
３
月
２
日
㈹
の
毎

週
水
・
金
曜
日
（
１
月
2
4日
㈲
お
よ

日　時 内 容 対象／定員 費用

12/ 3(日y午後1時30

分～2 時30分

サン デーエ 作教 室 「プ

ラス チ ソヽクで アクセ サ

リーを作ろう!」

小学生20 人

(当日先着)

5ﾜ ○円

(保険料・

材料費)

12/ 9仕)午前10時

30 分～11 時15分

産業たんけん隊( 館内

オリエンテーリング)

小 学生 （親子

可 ）20 人

（当 日先着 ）

無料

12/10(1日)

午後1時～2時

サイエンスシネマ「 自然

の脅 威」

150 人

(当日先着)
無料

び
２

月
1
6日
案

を
除
く
）
午
後

６
時
罷
分
～
８

時
茹
分
〔
全
十

二
回
〕
　
会
場

市
民
会
館

。
市

｢ 日本の爬虫両生類と起源｣

市内在住で、テレビでお

なじみの平石先生が、ヘビ

・カメ・イモリなど爬虫両

生類の生態を楽しく分かり

やすくお話しします。

12月10日日午後1時30分

～3時30 分　会場常盤平市千石正一氏

民センター 講師柎自然環境研究センター研究

主幹・千石正一氏　対象小学生以上の人　 定員

200 人（抽選） 費用無料

圃12 月１日廁 〔必着〕までに 、往復ハガ牛に代

表者の住所・電話番号と参力［］希望者全員の氏名

（∠1人 まで可）・返信用あて名を記入し て、〒2 冗

-2252 松戸 市千駄掘671　 市 立博物館爬虫両生

類講演会係(S384-8181) へ

民
劇

場

・
女

性
セ
ン

タ
ー
ゆ

う
ま
つ

ど
（
日

に
よ

っ
て

異
な

る
）
　
対

象
①

市

内
在
住
で

全
回
出

席
で

き

る
こ

と

②
手

話
活
動

中
で

活
動

経
験

が
お

お

む
ね

三
年
以

上

③
聴
覚

障
害
者

と
簡

単
な
旦

吊
会
話

が
で
き

る
こ
と
（
実
技

に
は

手
話

通
訳
は

つ

き
ま
世

ん
）

定
員

二
十
人
（
選

考
）
　
費
用
千

百

五

十
五

円

（
テ
キ

ス
ト
代

）

※
1
2
月
拓
日

㈹

午
後
ら

時
聡
分

か
ら

市

民
会

館
で

面
接

を
行
い

ま
す

。

圃
1
2
月
２

日
出
〔
必

着
〕
ま
で
に

、
往

復
ハ

ガ
牛

に
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・

職
業

・
電

話
番
号

・
返
信
用

あ
て

名

を

記
入
し

て

、
〒
2
7
1
－
0
0
9
4

松

戸
市

上
矢

切
二

九
九
の

一
総

合
福

祉

会

館
内
　

松
戸
市

社
会

福
祉

協
議

会

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
セ

ン

タ
ー

「
中
級

手

話
講

習
会

」
係
（

登
3
6
2
・
5
9
6
3

）

へ

て
月
や
木
星
・
土

星
を
観
望
〔
雨
天

・
曇
天
時
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
内

で
解
説
な
ど
を
予

情報

チャンネル

催
　
し
　
物

入館時間…午前9時30 分～ 午後4 時30 分（月曜日は

休館。ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

入館料…一般60 円 、高 一大学生40 円 、小・中学生

20 円

※毎月第2 ・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

戸定歴史館の催し物 362-20

50

講
座
・
講

演

膵 立現代産業科学顫音3ﾜ9 －2005

爬虫両生類講演会



［

］
ポ

リ

オ
（
急

性

灰

白

髄

炎

）
予

防

接

種

ポ
リ

オ

予
防

接
種
を

左
表

の
と

お

リ
実

施
し

ま
す

。
生

後
三
ヵ

月
以

上

七
罐

六
ヵ

月
末

満
で

、
二
回

飲
み

終

わ

っ
で

あ
ら
ず

、
予
診

票
を

持

つ
て

い
な
い
人

は
お
申
し
込
み

く
だ

さ
い

。

※
生

後
三
ヵ

月
に

な
ら

な
い
と

受

け

ら

れ
ま
せ

ん

。

※
会

場
の

駐
車

場
は
狭

い
た

め

、
車

で

の
来

場
は

ご
遠
慮

く
だ

さ
い

。

ポリオ予防接種日程表

圃
直

孩
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

吝
支
所
の
市
民
健
康
相
談
室
で
申
し

込
む
か
、
ハ

ガ
半
に
左
記
の
要
領
で

記
入
し
て
、
干
2
7
1
j
0
0
7
2松
戸

市
竹
ケ
花
七
四
の
三
　
松
戸
市
中
央

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

予
防
衛
生
係
（

登
涯
・
7
4
8
4

）へ

会　　 場 期日(12年) 期巳(13年) 頤

中央保健福祉センター
12/ 1詣 2/28圉 受

け

付
け

午

後
１

時
Ｓ

２

時
15

分

/‾丶予
診

票

が

あ

れ

ば
予

約

不

要
で

す
Ｗ

12/22廊 3/27㈲

東部市民センター 12/ 4(月) 2/19(月)

常盤平保健福祉センター
11/30困 2/26 (B)

12/15廊 3/26㈲

常盤平市民センター
12/ 5㈹ 2/22W

12/20冰）3/16R

明市民センター 12/ 7㈲ 2/20㈲

古ヶ綺市民センター 12/11㈲

12/19㈹

2/21㈹

稔台市民センター 3/22㈲

小金原市民センター 12/ 8廊 3/13 W

新松戸市民センター
12/ 6㈲ 2/23 ㈹

一一一一3/15m12/21困

小金保健福祉センター
11/296$ 2/27㈹

12/18㈲ 3/9 銜

馬橋市民センター 12/12㈹ 3/ 1(㈲

六実市民センター別館 12/13圉 3/2 銜

二十世紀が丘市民センター 12/14休） 3/ m

［
］
酒

の

悩
み

ご
と

相

談

・
酒

害

家

族

教

室

1
2月
ワ
日
田

・
2
1日
㈲
午
後
１

時

3
0分
～
２
時
3
0分
　
会
場
松
戸
保
健

所

内
容
①
相
談
＝
ア
ル
コ
ー
ル
の

飲
み
方
に
心
配
の
あ
る
人
と
そ
の
家

族
に
対
す
る
、
専
門
医
師
・
精
神
保

健
福
祉
相
談
員
・
保
健
婦
に
よ
る
相

談
②
教
室
＝
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者

を
か
か
え
る
家
族
同
士
の
勉
強
と
話

し
合
い
　
費
用
無
料

※
予
約
制

～11月28日(火)～12月4日(月)は

千葉ストップエイズウィーク～

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
課
公
3
6
1
・
2
1
2
1
へ

［
］
愛

の

献

血
（
稔

台
連

合

町

会
）

1
2月
２
日
出

午

前
ｍ

時
大

目
時
4
5

分
、
午
後
１

時
～

４

時
　
会
場
稔
台

市
民
セ
ン
タ
ー

圜
保
健
福
祉
課
検
診
係
ａ
叩

７
４

エ

イ
ズ
に

苦
し
む

人
々
へ
の

理
解
と
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
「
レ

ッ
ド
リ

ボ
ン
」

全国のエイズ患者・感染者

は、平成12 年6月30 囗現在5，

058 人となっており、増加傾

向が続いています。

感染を早期に発見すること

は、適切な治療を受け、エイ

ズの発病を抑えるためにとて

も重要です。

松戸保健所では 、HIV 抗 体検査を無料・匿

名で行っていますので、ＨＩＶに感染している

のでは…と不安に思ったときは 、勇気を持っ

てＨＩＶ抗体検査を受けてください。

受付日時毎月第卜3 木 曜日 、午後2 ㈲～3 時

圖松戸保健所**361-2121

［
］
パ

ー
ト

理
学

療

法

士

を
募

集

対
象
理
学
療
法
士
の
資
格
を
有
す

る
人
　
業
務
内
容
リ
ハ
ビ
リ
教
室
運

営
・
相
談
業
務
等

※
市
内
の
医
療
機

関
に
勤
務
し
て
い

る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

固
保
健
福
祉
課
保
健
係
公
叩
7
4

8
6

「
」
松

戸

市

公

民

館

運

営

審

議

会

会

議

を

開

催

1
2月
５

日

㈲
午
後

ら
時
3
0
分

か
ら

会

場
市

民
劇
場

第

三
会

議
室

※
議

案
は

お
問
い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

讖
公

民
館

登
叩
1
2
1
4

［
］
申

告

所

得
税

第

二
期

分
の

納

期

限

は
1
1月
3
0
日

團

で

す

お
手
元
の
納
付
書
で
お
忘
れ
な
く

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
人
は
、
預
貯
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

圜
松
戸
税
務
署
管
理
部
門
四
3
6
3
1

1
7
1

「
」
松

戸

市

書
道

展

覧

会

出
品

作

品

を

募

集

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

十
六
朧
以
上
乃
人

防
×
三
十
九
尽

、
刻

字
＝

百
三
十

六

弓
×

三
十
四

碧
以

内

、
そ

れ
以

外

＝

小

画

仙

紙
半

折
以

内
　

搬
入
２

月
1
0

日
出

午
前
‥日
時
～

午

後
４

時
の
間

に

文
化

ホ

ー
ル

ヘ
　

費

用
出

品
料

二
千

円

（
高

校
生
千

円
）

※
す

べ
て

の
部

門
に

つ
い

て
縦

横
自

由

。

作
品
は

末
発

表
の

も
の
で

、

表

装

（
仮
巻

き
は

不
可

）
と

し

、

額

装

は
、
ひ

も
を

つ
け

る
こ
と

。

固
社

会
教
育

課
市
民
文

化

係
公
叩

【
】
納

期

内
納

付

に
ご

協

力
を

1
1月
3
0日
㈹
は
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
（
第
三
期
）
の
納
期
限
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

圈
収
納
課
管
理
係

登
3
6
6
・
ワ
３
９
６

【

】
住

ま

い

の

体

験

談

・

作

文

を

募

集住

宅
金

融
普
及

協
会

は

、
平
成
1
3

年
に

迎
え

る
創

立
五
十

周
年

を
記

念

し
て

「
住

ま
い

の
体

験
談

・
作
文
コ

ン

ク

ー
ル

」
を

実
施
し

ま
す

。

テ
ー

マ
〈
一
般

の

部
〉
住

ま
い

に

関

す
る
体

験
談

（
四

百
字
詰

め
原

稿

用

紙
五

枚
以

内

）〈
小

中

学

生
の

部

〉

自
分

の
暮

ら
し

の
中

で
感
じ

た
住

ま

い
の

夢

、
住
ま

い
へ

の
思
い

（
四

百

字
詰

め

原
稿
用

紙
三
枚
以

内

）

※
一
般
の

部
の
入

賞
者

に
は

賞
金

を

小

中
学

生
の

部
の
入

賞
者

に
は

図

書
券
を

贈
呈

し
ま

す
。

匣
1
2
月
2
2日

脂
〔
消

印
有

効
〕
ま

で

に
郵

送

で
ヽ

干
1
1
2
－
0
0
1
4

文

京

区

関
ロ

ー
の
二

四
の

二
　

紂

住

宅
金

融

普
及

協
会

五
十
周

年
記

念
コ
ン

ク

ー
ル

事

務
局

（

公
0
3
・
３
２

６
０

・

7
3
4
6

）
へ

「
」
忘

れ
て

い
ま

せ

ん

か
７
・
消

費

税
の

納

税

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
は
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
犬
切
な
預

か
り
金
的
な
性
格
の
も
の
で
す
。
事

業
者
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
納
税

の
た
め
の
資
金
手
当
て
を
行
い
、
期

限
内
の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

匱
松
戸
税
務
署
管
理
部
門

公
3
6
3
1

【
】
Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

通

信

教

育

の

受

講

者

を

募

集

①

通

信
制

高
校
＝

普
通

科
（
三
年

）
、

俳
句

・
短
歌

・
絵
手

紙

・
ス
ケ

ッ
チ

ー
パ
ソ

コ
ン

ほ
か
（
随

時
受

け
付
け

）

※
案
内

書
等

は
お

問
い
合

わ
せ

く
だ

さ

い

。

羂

Ｎ
‥［
‥Ｋ

学
園
八
匚

○

一
係

フ
リ

ー

ダ
イ

ヤ
ル

圖
０
１

２
０

・
0
6
・
8
8

8
1

［
］
平

成
1
3年

度

成
田

赤

十
字

看

護

専
門

学

校

看

護

学
生

を

募

集

出
願
期
間
抱
月
2
0日
水
～
１

月
掲

日
㈲

試
験
日
１
月
2
3日
㈹
・
歸
日

㈲

受
験
資
格
高
等
学
校
卒
業
（
見

込
み
を
含
心
）
ま
た
は
文
部
大
臣
が

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め

た
天

（
男
子
可
）
　
募
集
人
員
三
十

人罰
成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学
校

登
０

４
？
６

・
2
2

・
2
3
1
1

内
線
3
8
1

［
］
平

成
1
3
年

度

県

立

野

田

看

護

専

門

学

校

学

生

（
第

一

・

第

二

看

護

学

科

）

を

募

集

出
願

期
間
1
2
月
４
日

㈲
～
８

日

廊

試

験
日
２

月
３

日
比

二

次
試

験
＝

学

科
）
　・
1
0日
出

（
二
次
試

験
＝

面

接

、

一
次
試

験
合

格
者
の

み
）
　

募

集

人

員
各
二
十

八
人

程
度

※
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

黜

県
立

野
田

看
護
専
門

学
校

昔
０
４

７
１

・
2
1
・
０
（
‥乙
）ｎ
／」り戸」

【
】
３

Ｂ

体

操

教

室

1
2月
ワ
日

・
膕
日

・
2
1日

、
１

月

竹

囗

・
1
8日
の

各
木
曜

日
〔
全

五
回

〕

午

前
1
0
時
～

正

午
　

会
場
青
少

年

会

館
　

内
容

三
つ

の
手

具

（
ボ
ー
ル

ー

ペ
ル

ー
ペ
ル

タ

ー
）

を
使
用

し
た

健

康

体
操
　

定
員

先
着

三
十
人
　

費
用

無

料
雨
穴
日
月
2
7
日

㈲

か

ら

、
直

接

ま

た

は

電

話
で

ス
ポ

ー
ツ

課
a
3
6
3・
9
2

4
1

へ

（
当
日

受
け
付

け
可

）

「
」
柿
ノ

木

台
公

園
体

育

館

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
機

器

操

作

講

習
会

1
2月
３
日
脚
・
1
7日
ｕ

・
2
3日
聯

午
前
1
0時
～
正
午
　
会
場
柿
ノ
木
台

公
園
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
　
対

象
十
六
歳
以
上
の
人
　

持
ち
物
運
動

着
・
上
履
き
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圜

ス
ポ
ー
ツ
課
公
3
6
3
・
9
2
4
1

電
動
ハ

イ
ア
ン

ド

ロ

ー
ス
ウ

ィ
ン

グ

ラ
ッ

ク
七
千

円
◆
ハ

イ
ア

ン

ド
ロ

ー

チ

ェ
ア

ー
三

千
円
◆

ハ
イ

チ

ェ
ア

ー

テ

ー
ブ

ル
付

き
）
五
百
円
◆

籐
製

ゆ

り
か
ご

い
す

無
料
◆

歩

行
器
千

円

二

点
◆

ウ

ー
ハ
ン

五

百
円

一
千

円
◆

プ

レ

イ
ジ

ム

無
料

・
千

円
◆

室
内

用

滑

り
台

無
料
◆

室
内

用
滑

り
台

（
ジ

ャ

ン

グ
ル

ジ
ム

付

き
）
無

料
◆

三
輪

車

二
千
円

◆

ペ
ビ

ー
バ

ス
五
百

円
◆

ベ

ビ
ー

ラ
ッ
ク

二
千

円
◆

ベ

ビ
ー
サ

ー

ク
ル

三
千
円

◆
お

ま

る
五
百

円
◆
ふ

ろ
用

補
助
い

す
千

五

百
円
◆
天

吊
リ

メ
リ

ー
千
五

百
円
◆

手

押
し

車
五

百

円
◆

授
乳
用

ク
ッ

シ

ョ
ン

千

円
◆

自

転
車

補
助
輪

（
1
8
ぢ
）

五
百

円
◆

自

軋
車
用

補
助

い
す

（
後

方
用

）
三

百

円
◆

お
し

り
ふ

き
フ

ォ
ー
マ
千

円
◆

ほ

乳

び
ん
消

毒
器
千

円

〔
ス
ポ

ー
ツ
用

品

・
楽

器
〕
女
性

用

ス

キ
ー

ウ
ェ
ア
Ｍ

サ
イ

ズ
千

円
◆

女

性

用

ス

牛
－

ウ
ェ

ア

（
身

長
1
6
0芍
用

・

グ
ロ

ー
ブ

付
き
）

五
千

円
◆

男
性
用

ス
半
－

ウ
ェ

ア
Ｍ

サ
イ

ズ
千

円

〔
日
用

雑
貨

〕
一
輪

車

（
作
業

用
）

無

料
◆
脚

立

無
料
◆

書
籍

（
書

道
六
体

大
辞

典
）

四
千

円
◆

書
道
用

す
ず
リ

（
三

個

セ

ッ
ト

）

七
千

円

◆

書

道

用

ひ

も
う
せ

ん
五
千

円
◆

壁
紙

（
防

カ

ビ

、
9
2弓
ｘ
ｍ

刧

匸

二
本
三
千

円
◆

タ
イ

ヤ
チ

ェ
ー
ン

（
ゴ

ム
製

顯

／
7
0

R
／
1
3
）

五
千

円
◆
ペ
ン

習

字
用

教

材

無
料
◆

犬
用
ふ

ん
取

り
器
（
十

個
）

千

五
百

円
◆

二

連

は
し

ご

（
ワ

び

）

三
千

円
◆

石
油

ス
ト

ー
ブ
無

料
◆

ス

ト

ー
ブ
ガ

ー
ド

無
料

一
千
円

◆
お
ひ

な

さ
よ

（
七
段

飾
り
）

無
料
◆
ハ

ガ

牛
印

刷
器

五
百

円

・
三
千
円

◆
大

皿

（
五
枚

）
三

百
円
◆

土

鍋
セ
ッ
ト

五

百

円
◆
土

瓶

セ
ッ
ト

五

百
円
◆

編
み

機

千

円
◆

つ

っ
ぱ

リ
物

干
し

（
ベ
ラ
ン

ダ
用

）
三
千

円

匣
1
1
月
3
0
日

困
〔
消
印

有

効
〕
ま

で

に

、
ハ

ガ

半
に

希
望
品

名

（
品
物

一

点
に

つ
き

一
人

一
枚

）
　・
価
格

・
住

所

・
氏
名

・
電

話
番

号

（
昼

間

お
勤

め
の

人
は

勤
め
先

の

電

話
番

号

）
を

記

入

し

て

、

干
2
7
1
－
0
0
7
3

松

戸
市
小

根

本
七

の
八

京
葉

ガ
ス
Ｆ

松

戸

第
ニ
ヒ
ル
　

松
戸

市
消

費
生

活
課

へ※

相
手
の

紹
介

は

翌
月
1
0日

ご

ろ
ま

で

に
抽

選
し

、
当

選
者
に

連

絡
し

ま

す

。
紹
介

後
は

自

主
交
渉

に
な

り
ま
す

。

○

次

回

掲

載
分

に
つ

い
て

品
物
を

譲
り

た
い

人
は

、
月

月
3
0

日

困
ま
で

に

、
電

話
で
由
にし
込

ん
で

く
だ

さ
い

二

人

三
点

ま
で

）
。
１

月

2
5日

号
の

広
報

に
掲

載
し

ま
す

。
価

格

は

一
万

円
ま

で
で

、
衣

料
品

・
食

料
品

・
自

転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ

ん
。

圖

消
費

生
活

課

公
3
6
6
・
ワ
３

２

９

【
】
平

成
1
3
年

度

千

葉

県

生

涯

大

学

校

学

生

を

募

集

募
集

期
間
１

月
５

日
㈲

ま
で
　

対

象

県
内

在
住

の
六
十

歳
以

上
の

人
で

学

習
の

成
果

を
地
域

活
動

で
役

立
て

る
な
ど

社
会

参
加

意
欲
の

あ

る
人

定
員

一
般
課

程

（
福
祉
科

・
生

活
科

・
園
芸

科

・
陶
芸

科
）
千

百
八

十
人

（
浅
間
台

校
舎
分

＝
福
祉
科
七
十
人

・

生

活
科

三
十
人

・
園

芸

科
七
十

人
）
、

通

信
課

程

（
福
祉

生
活

科
）
五

百
人

費
用
無

料

（
実
習

費
等
の

負
担

あ
リ

）

※
入
学

案
内

を
市

高
齢
者

福
祉

課

・

各
老

人
福

祉
セ
ン

タ

ー

・
東

葛
飾

支
庁

社
会

福
祉

課
で

配
布
し

て
い

ま
す

。

圖
千

葉
県

生
涯
大

学
校
事

務
局

品

一

・
叩

４
ツ

０
５

○
譲
り
ま
す

〔
家

具
〕
い

す

（
四
脚

）
と

テ

ー
ブ
ル

セ

ッ
ト

五
千
円

二
点
◆

リ

ビ
ン

グ
テ

ー
ブ
ル

二
千
円

◆
籐

製
テ

ー
ブ
ル

い

す
セ

ッ
ト

二
千

円
◆

ロ

ー
テ

ー
ブ
ル

千

円
◆

籐
製
チ

ェ

ス
ト

五

百
円
◆

レ

ン

ジ
台
千

円
◆

パ
ソ
コ

ン

デ
ス

ク
ニ

千

円
◆

パ
ネ
ル

ド
ア
千

円
◆

籐
製

ダ

ン

ス
二
千

円
◆

靴
箱
千

円
◆
ソ

フ
ァ

ー

無
料
◆

パ
イ

プ
ベ

ッ
ド

無
料
二

点

◆

シ
ン

グ
ル

ベ
ッ
ド

一
万

円
◆
ソ

フ

ァ

ー
ベ

ッ
ド
二

千
円

・
五
千

円
◆

電

動

介
護
用

ベ
ッ

ド

一
万
円
◆

総

桐
製

す

の
こ

ベ
ッ
ド

三
千

円

〔
電

気
用

品
〕
フ

ァ
ク

ス

（
ビ
ジ
ネ

ス

用
）
　一
万

円
◆

ホ
ッ
ト

カ

ー
ペ
ッ

ト

千

五

百
円

・
七
千

円
◆

電
子
レ

ン
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千

五

百
円
◆

掃
除

機

無
料
◆

ズ

ボ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
ハ

百
円
◆

空
気

清
浄

器

二
千

円

◆
除

湿
機

三
千

円
◆

ス
チ

ー

ム
付

き
フ
ァ

ン
ヒ

ー

タ
ー

一
万
円
◆

こ

た
つ

無
料

・
千

円
二

点
◆

工
業

用

ミ

シ
ン

一
万

円
◆

ワ

ー
プ
ロ

無

料
◆

コ

ー
ヒ

ー
メ

ー
カ

ー
千

円

〔
子

供
用

品
〕
ベ
ビ

ー
ペ

ッ
ト

五
千
円

◆

お
ん
ぶ

だ

っ
こ
ひ

も

五
百

円
二

点

・
千

円

二
占
ツ

二

千
円
◆

ウ
エ

ス
ト

ポ
ー
チ

型
だ

っ
こ
ひ

も
二
千

円

二

二

千

円
◆

だ

っ
こ
ひ

も

・
ま
い

ご
防
止

ひ

も
セ

ッ
ト
千

円
◆

Ａ

型
ベ

ビ

ー
カ

ー
無

料
二
点

・
八
千

円
◆

Ｂ

型
ベ

ビ

ー
カ

ー
三
千

円
◆

乳
児

用
チ

ャ
イ
ル

ド
シ

ー
ト

千

円
◆
チ

ャ
イ

ル

ド
シ

ー

ト

五
千

円
◆

力
－

シ

ー
ト
ハ

千

円
◆

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

へ

健
　
 

康

ﾊ ガキ記入要籟（うら）

● ポリ オ予防接種申し 込 み

●初めてまたは1 回受けた

日付け

○年 ○ 月 ○日

●郵便番号と 住所

●保護者氏名

●子どもの氏名

●子どもの生年 月日

●電話番号

12月1日は世界エイズデー

お
知
ら
せ

部
門
漢
字
・
か
な
・

近
代
詩
文
・
て
ん
刻

・
刻
字
・
そ
の
他

規
格
て
ん
刻
＝
三
十

選
科
コ

ー

ス

二

年
）

②

福

祉
の
通

信
講
座

＝
社
会

福
祉
コ

ー
ス

三

年

間
）
、
ホ

ー
ム

ヘ

ル
パ

ー
ニ

級

一
　一

級
課
程

（
吝
一
年
間
）

②
生
涯
学
習
通
信
講
座
＝

ス

ポ

ー

ツ



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期 日 内　　 容 （☆は有料） 開演時賜 問い合わせ先

11/26日
40周年記念松の実コーラス第ﾜ回定期演

奏会
15:00 松の実コーラス・稲村　o366- 001ﾜ

12/3(1日)
ク ラシ ソヽク バレ エ サーク ル ・コッ ペリ ア

第1[亘]発表 会
17:00
クラシックバレーサークル・コッペリ

ア・上野　　　　 昔04ﾜ1-55-1540

5㈲ 年末調整説明会 13:30 市）市民税課　　　　　Q366 一刀22

9圉
幼児教 室ふる 一つば すけっとクリスマス発

表会
13:30
幼児教室ふる一つばすけつと・穀山

Q362-ﾜOﾜ1

10(日)家庭教育学級合同講演会 10:00 教）公民館　　　　　　S368-1214

17 紬 花寿美流舞踊発表会 10:00 花寿美会・斉藤　　　　Q387-15ﾜ2

19 ㈹
劇団風の子

おれがあいつであいつがおれで　　 ☆
18:00 松戸子ども劇場　　　　O386 ―9154

24ぐ日）
KAWA 囗∩方しjctors Concert 2000

聖夜ノ★オクリモノ　　　　　　　 ☆
16:30 カワィ音楽教室　　　　S388-22 引

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

期　日 内　　容 （☆は有料） 開演聘園 問い合わせ先

11/25R 新日本舞踊愛好会発表会 10:30 新日本舞踊愛好会･ 宮本Q363-2812

26 ⑧ 琴おさらい会 12二00吉敷文美　　　　　　　 登363-4850

12/ 1銜 矢切女声合唱団20 周年記念コンサート☆ 18:30 矢切女声合唱団・高橋　Q391-1356

2圉 松戸ギタークラブ定期演奏会 13:30 松戸ギタークラブ･ 飯島 登344- 引36

3臼 第ﾜ回松戸川柳大会 13:00 松戸川柳会・米島　　a3 ∠14-5916

9(土)ピアノ発表会 18二15渡辺博子　　　　 登04ﾜ1-84-5826

10 ⑧ ヴァイオリン発表会 13:00 八巻淑恵　　　　　　　 昔36ワー9286

16 圉 アルハンブラの思い出をひ＜会 15:30 吉敷ギター教室　　　　S363-5 ∠t39

19 ㈹ 健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラオケ普及会･冨永　a3 ∠囗-3623

22銜 中央 学 院大学 軽音 楽部ラ イブ コン サート 16:20 中央鸚大学迴音鎧 権堂昔04ﾜ1-82-9534

23冊 管楽合奏は楽しい会　　　　　　　　☆ 14:00 拊松戸市文化振興財団　H384-2221

※月曜日は休館（ただし 、祝日の嘶合は開館し翌日休館）

期　問 内　　容 問い合わせ先　　 卜

11/26(日)まで
グループK 展 グループＫ　　　　　　 公38ﾜｰ58 回

グループ樹展 グループ樹　　　　公04ﾜ1-59-1 副 ∠|

11/29W ～12/ 3(日)松戸地方特殊教育連盟合同作品展 教）指導課　　　　　　o366-ﾜ458

12/ 6 ㈲～10 斜 日藝書道展 日藝書道連潮　　　　　　a  368ﾜ1ﾜ1

12/12  W～口 ⑤

ラディカル展 ラディカル　　　　　　　o363 ―05.∠旧

写撮98 まつど作品展 写撮98まつど　　　　　 昔39卜304ﾜ

百和会日本画・水墨画展 百和会　　　　　　　　a  362-3672

12/23R ・24紂 クリスマスアレンジメント展 関口　　　　　　　　　　a  345-  0629

開館時間‥午前10時～午後ら時　※月曜日は休館

期　圜 内　　容

展示
12/19W ～27 ㈲

｢花づ＜リコンクール入賞作品屐｣

拊まつど街と水辺の緑化基金

※展示の受け付けは、1月展示の申し込み分より、利用月の2ヵ月前からになります。

観
察
会

12/16R 午前10時～ｎ 時30分

〔雨天中止〕

バードウオ ソヽチング

講師自然解説員・首藤美恵子氏　定員先着25人　費用

無料

匣当ロバータセンターで

相談
毎週水・土・日曜日と祝日、午前10

時～正午と午後1時～3日舸○分

みどりの相談員による花や緑に関する相談( 電話でも受

け付けます)

開館時間…午前9時～午後∠E時（月曜日は休館。ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

松戸市の市外局番は047です

期　日 内　　容(☆は有料) 四 賜 圈い合わせ先
大

ホ

ー

ル

12/1 銜 レ ーナ･ マリ ア クリスマ スコン サート ☆ 19:00 柏YMCA　　 昔04ﾜ1 －∠旧-3223

3日
松戸混声合唱団第ﾜ回定期演奏会

「クリスマス・オラトリオ」　　　　 ☆
14:00 朝倉　　　　　　　Q343-05ﾜ3

7困 真木ことみコンサート　　　　　　　☆ 18:30
MIN －ON チケットセンター

Q03-3226-9999

10 岫 第12 回松戸市民コン サート 第九 演奏会 ☆ 14:00 松戸市音楽協会　　Q383-0111

16 圉
ケリスマスノアヴエ・マリア

サンクトペテルブルグ室内合奏団　　☆
14:00
紂 松戸市文化振興財団

Q384-5050

22 廊
クラスノダール・バレエ劇場

くるみ割り人形全幕　　　　　　　　☆
18:30
東京バレエ劇場

S03-3361-0958

23 竕
クラシックバレエオーロラコンサート 15:30 大川由紀子　　　　S343 づ937

24日

小
ホ
ー
ル

12/1 窗 五月女智恵ソプラノリサイタル　　　☆ 19:00 智恵友の会　　　 昔38 マー33 汨

3(日)ステラバレエクリスマスパレエ発表会 16:00 荒（咫ら）　　 昔04ﾜ1 －ﾜ5－ﾜ085

9圉 常盤平学園音楽教室第2ﾜ回発表会 1∠L:00
常盤平学園音楽教室・中台

Q385- ∠旧引

10(日)女声合唱団華コーラスFirst Concert ☆ 14:00 田頭（だがしら） 登O∠口1－ﾜ'4-6299

16 圉
東葛ジュニアストリンゲスAND フレンズ

第1[亘]定期演奏会
1ﾜ:30
東葛ジユニアストリングスAND フ

レンズ事務局・石崎 登34ワー8880

17 剛
西松甫眸子（メソソプラ刀

よくばリコンサート　　　　　　　　 ☆
1∠1:00RO-ON　　　　　B365-9911

20團
劇団天童ミュージカル

「|　匚OVE クリスマスキャロル 」　　☆
18:30 劇団天童　　　　　S38 ツー8ﾜ旧

21困
アンドリュー・コーダ･ テイラー

ヴアイオリンリサイクル　　　　　　☆
19:00 RO-ON　　　　　Q365-9911

2糾 第5回つくしが丘バレエスタジオ発表会 1ﾜ:00
つくしが丘バレエスタジオ・河原

容04ﾜ1 －ﾜ2一2243

24ぐ日）ピアノ発表会 13:00 林原洋子　　　　　Q348-0ﾜ24

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

366-7462

期周 12/ 7困 まで 12/ 8 廊～21 ㈲ 12/22(01～1/ 4 困

東
風景アレンジメント展

皿平川e  362-9348

第2回香伸書道会臨書展

圖斎藤S349-3196

メディアのおもい

鰯亀昔OﾜO －5∠16∠1-8493

西

お 菓子 のアト リエ 洋菓 子作品

展

固 植本公366-4'ﾜ48

徳川昭武写真コンテスト人賞者

作品展

回市)商工観光課Q366 一刀2ﾜ

全日写連東葛支部写真展

扁北村21363 ―3714

期　　 問 内　　　　　 容

12/ 1 圃～27 ㈲午後1時 巧分・３

時15 分から上映( 土・日曜日、祝

日は午前11 時からも上映)

ハイビジョン映像「故宮　至宝が語る中華五千年／第八集　夢

の都開封～北宋」〈上映時間60 分〉 会場講堂　観覧無料

1月のハイビジョン映像「イギリスの旅～ロンドン・リージエン

ツ運河紀行」〈上映時間30 分〉

12/ 3 蒜

午前11時・午後2時から各1時間

博物館館内公開　内容収鷏車・作業室・くん蒸庠など展示室以

外の施設を見学　定員各回先着拓人
圃11 月25日比午前ｍ時から、電話で市立博物館館内公開係公

384-82ﾜ2 へ

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1㈲・2時・3時・4時から各回男女各1人
匣電話で市立博物館試着体験ｲ系S384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）・第4金曜日 一年末年始（12/28 ～1/4)

開館時間午前9日韶○分～午後5㈲（入館は午後司舸O 分まで） 常設展示観覧料一般300 円(240 円廴

高・大学生150 円（100 円）ノ」い 中学生100 円（60円）〔（　　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2 ソ 土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前ｍ時・午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

学芸員による展示スポット解説毎週日曜日午後2時30 分から20 分間（参加者は観覧料が必要です）

※来館者専用の駐車場はありませんので、21世紀の森と広場の駐車場（有料）をご利用ください。

戸定歴史館の催し物は6面をご覧ください

市民会館 ･368-1237 森のホール21 384-5
050

市民劇場 368-0070

松戸駅市民ギャラリー 市社会教育課

文化ホールギャラリ

ー

･367-7810

博物館 ･384.8181

21世紀の森と広場パークセンター 345-8900

お気軽にご相談ください　12月の相談あんない ※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません

。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレ ホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内しています]

O366-0010

平日 午後4 時30 分～ 翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　 登368-3756

衛 生会館内　 毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

c365-3430

衛生 会館内　 午後８時～11 時

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖

市 政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

市

民
相
談
課

昔366

・
７
３
１
９

※一

般
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・
相
続

・離

婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談

(予約制)

月･火休曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ
ー

ナ
ー

第1月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時

不動産相談 水曜日 午後1時～5時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(S361-4089)でも行っています。

巡

回

年

金

相

談

１(金)

午前10時～午後3時

常盤平支所 国

民

年

金

課

適

用

係

昔
366

・
７

３

厂Ｄ
り乙

奈左

記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

5㈹ 小 金支 所

8(金) 小金原支所

12㈹ 馬 橋支 所

15(金) 六 実支 所

19(火) 新松戸支所

22(金)

26 ㈹

矢 切 支所

東部 支所

濮 生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活ｾﾝﾀｰ
Q365-6565

子育て相談 月～金曜日 午前8剛O 分～午後5畤
北松戸保育所内S367-4646

六高台保育園内B394-5590

相談名 期　 日 時　 鬨 会　 場 圃

人権相談

第1～第4金曜日

4(月)

午前10時～午後3時

市脂鱚ｺｰﾅｰ 千
葉

地

方
法

務

局
松
戸

支

局

福祉

事
務
所
援
護
堡

航

ラ

３
４
９

馬橋支所

5㈹ 六実支所

5詢 小金支所

20團 常盤平支所

6冰） 新松戸市民センター

７沐） 小金原市民センター

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(0363-6278)でも行っています。

心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所ｷ職ｺｰﾅｰ

社会

福
祉
協
議
会

公368

・０

５
０
３

4(月) 馬 橋支所

5㈹ 六実支所
一一一一一一

5 ㈹ 小金支所

6團・20圉 常盤平支所

6伽・20團 新松戸市民センター

7團・21團 小金原市民センター

痴ほう介護相談 22淦） 午後1時～3時 社会福祉偏詮

ゆ う ま つ ど

こころの相談

(予約制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性センタ ー

( 相 談 室直通)

0363 ―0505

第2・第3木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

パ ー ト 労 働

悩みごと相談
5㈹

午後1時30分～

午後4時30分
女 性センタ ー
Q364-8778

就 学相談( 予約制)

教育相談（予約制
）

月～金曜日
午 前9 時～ 正午 ・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

O366 ―7600

青少年相談( 電話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分
こ ども課
3363 ―7867

青 少年相談( 来所)

〔予約制〕 午前9時～午後5時
こ ども課

Q366-7464
刪主宅課昔366－7366、商工観光課S366-7327


